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研究記事5




27番の歌 神の子たちが明らかにされる



「決してあなたを見捨てない」



「神はこう言っています。『私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない』」。ヘブライ 13:5後半




ポイント

地上に残っている選ばれたクリスチャンが全て天に行った後も，神に仕える人たちが見捨てられることは決してありません。




 1. 選ばれたクリスチャンが全て天へ行くのはいつですか。


あなたの答え



以前，エホバに仕える人たちは，選ばれたクリスチャンの一部の人たちはハルマゲドンの戦いが終わった後もしばらくの間楽園となった地球に残っている，と理解していました。それで，「地上に残っている選ばれたクリスチャンが全て天へ行くのはいつなんだろう」と考えていました。でも「ものみの塔」2013年7月15日号で，地上に残っている選ばれたクリスチャン全てはハルマゲドンが始まる前に天へ行くと説明されました。（マタ 24:31）

 2. どんなことを疑問に思うかもしれませんか。この記事では何を学びますか。


あなたの答え



2 それで次のように考えるかもしれません。「『大患難』の時にエホバに忠実に仕えている『ほかの羊』はどうなるんだろう」。（マタ 24:21。ヨハ 10:16）選ばれた兄弟姉妹が天に行ってしまうと，どうしたらいいのか分からなくなったり，見捨てられたと感じたりするのではないかと思うかもしれません。聖書の記述を読んでそう思うのかもしれません。では，これからそのうちの2つについて考えてみましょう。そして，私たちがそうしたことを心配する必要がないのはなぜかについても考えます。

どんなことは起きないか

3-4. どんなことを心配する人がいるかもしれませんか。どうしてですか。


あなたの答え



3 統治体の兄弟たちがいなくなったら，ほかの羊は頼れる存在を失ってエホバから離れてしまうのではないか，と思う人もいます。そうした人が根拠として挙げるかもしれない2つの例を聖書から考えてみましょう。1つ目は大祭司エホヤダの時代の出来事です。エホヤダはエホバへの強い信仰を持つ人でした。妻のエホシャブアトと協力して幼いエホアシュをかくまい，エホアシュがエホバを愛する良い王になれるように助けました。エホアシュは，エホヤダが生きている間はエホバに仕え，良いことを行っていました。でも，エホヤダが死ぬとすぐに悪いことを行うようになりました。エホバに従わない高官たちの言うことに耳を傾け，エホバに仕えるのをやめてしまいました。（代二 24:2，15-19）

4 初期のクリスチャンの時代にも同じようなことが起きました。ヨハネは当時生きていた最後の使徒で，エホバに忠実に仕える人たちにとってとても頼りになる存在でした。（ヨハ三 4）ほかの使徒たちがしたのと同じように，会衆を背教から守るために闘いました。（テサ二 2:7。ヨハ一 2:18）でもヨハネが死んだ後，背教は山火事のように一気に広がりました。そして数十年の間に，クリスチャン会衆は間違った考えや行いによってすっかり腐敗してしまいました。

 5. 将来，どんなことは起きませんか。


あなたの答え



5 選ばれたクリスチャンが天に行く時に，ほかの羊にも同じようなことが起きるのでしょうか。エホアシュのように教えられた道から外れてしまったり，2世紀のクリスチャンたちのようにエホバから離れてしまったりするのでしょうか。決してそんなことにはなりません。選ばれたクリスチャンが地上からいなくなっても，ほかの羊は十分に世話され，エホバに忠実に仕え続けます。どうしてそういえるのでしょうか。

清い崇拝が途絶えることはない

 6. これからどんな3つの時代について考えますか。


あなたの答え



6 これからどれほど大変な時代が来るとしても，清い崇拝が途絶えてしまうことは決してない，と確信できます。私たちが生きている今の時代と，古代のイスラエル人や2世紀のクリスチャンが生きていた時代は大きく違っているからです。そういえる理由について，（1）古代イスラエルの時代，（2）使徒たちが死んだ後の時代，（3）「全ての事柄の回復の時」，つまり現代について，聖書から調べてみましょう。（使徒 3:21）

 7. イスラエルの王たちや人々がエホバから離れても，忠実な人たちが希望を失わなかったのはどうしてですか。


あなたの答え



7 古代イスラエルの時代。モーセは自分の死が近づいていた時，イスラエル人に，「私の死後，皆さんがきっとひどいことを行い，私が命じた道からそれることを，私はよく知っている」と言いました。（申 31:29）さらに，エホバに反逆するなら敵の手に渡される，という警告も与えていました。（申 28:35，36）実際どうなったでしょうか。何百年にもわたり多くの王たちがエホバの目に悪いことを行い，人々もそれに倣って間違った崇拝を行うようになりました。そのため，エホバは邪悪な人たちに罰を与え，イスラエルの王たちが地上の王国を治めることはなくなりました。（エゼ 21:25-27）でも，忠実なイスラエル人は神の言葉がその通りに実現するのを目撃し，エホバに仕え続けるための勇気を得ることができました。（イザ 55:10，11）

 8. 2世紀のクリスチャン会衆が腐敗したのは意外なことでしたか。


あなたの答え



8 使徒たちが死んだ後の時代。2世紀のクリスチャン会衆が腐敗したのは意外なことだったでしょうか。いいえ。イエスは大規模な背教が起きると言っていました。（マタ 7:21-23; 13:24-30，36-43）使徒パウロやペテロやヨハネもこのイエスの預言が1世紀にすでに実現し始めている，と書いていました。（テサ二 2:3，7。ペテ二 2:1。ヨハ一 2:18）そして2世紀に入ると，クリスチャン会衆は腐敗してしまいました。その結果，背教したキリスト教が誕生し，それが大いなるバビロン（世界を惑わしている宗教全体）の主要な部分となりました。この時もイエスが予告した通りのことが実現しました。

 9. 今の時代は古代イスラエルの時代や2世紀とどのように違っていますか。


あなたの答え



9 「全ての事柄の回復の時」。今は，古代イスラエルの時代とも大規模な背教が起きた2世紀とも違っています。私たちが生きている時代は何と呼ばれているでしょうか。「終わりの時代」という表現が思い浮かぶかもしれません。つまり，邪悪な体制が間もなく終わろうとしている時代です。（テモ二 3:1）でも，聖書は今の時代のことを「全ての事柄の回復の時」とも表現しています。（使徒 3:21）その期間は「終わりの時代」と同時に始まりましたが，さらに重要な意味を持ち，もっと長い期間続きます。それは，メシアの王国が人間を完全な状態にし，地球を楽園に変える時まで続きます。この期間は1914年に始まりました。その時，何が回復したのでしょうか。イエスが天で王になり，ダビデ王の子孫が再びエホバを代表する王として治めるようになりました。でもそれだけではありません。エホバは，ご自分に仕える人たちが清い崇拝をもう一度行えるように助けました。（イザ 2:2-4。エゼ 11:17-20）では，その崇拝は今後途絶えてしまうのでしょうか。

10. （ア）今の時代の清い崇拝について，どんなことが予告されていますか。（イザヤ 54:17）（イ）こうした預言について知ると安心できるのはどうしてですか。


あなたの答え



10 イザヤ 54:17を読む。聖書には「あなたを攻撃するために作られるどんな武器も役に立た[ない]」とあります。この預言は今実現しています。次の言葉も今の時代にまさに当てはまります。「あなたの子たちは皆エホバに教えられ，豊かな平和を味わう。あなたは正しさによってしっかりと据えられる。……何も恐れず，おびえることもない。恐怖を抱かせるものがあなたに近づくことはない」。（イザ 54:13，14）「今の体制の神」であるサタンでさえ，エホバに仕える人たちが行っているエホバについて教える活動をやめさせることはできません。（コリ二 4:4）回復された清い崇拝は決して途絶えることがなく，永遠に続きます。私たちを攻撃するために作られるどんな武器も役に立たないのです。

どんなことが起きるか

11. 選ばれた人たちが天に行った後，大群衆が見捨てられることはないといえるのはどうしてですか。


あなたの答え



11 選ばれた人たちが天に行った後，どんなことが起きるのでしょうか。イエスが私たちの牧者で会衆の頭であることを忘れないようにしましょう。イエス自身も「あなたたちの指導者はキリストひとり……です」と言いました。（マタ 23:10）天で王として治めるイエスは，地上にいる私たちを必ず世話してくださいます。それで，何も心配する必要はありません。私たちはキリストがどのように導いてくれるか，細かいことを知っているわけではありませんが，聖書中の幾つかの例を考えるなら安心できるでしょう。

12. （ア）モーセが死んだ後，エホバはご自分に仕える人たちをどのように世話しましたか。（イ）エリヤが別の任務を与えられた後はどうでしたか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



12 イスラエル人が約束の地に入る前に，モーセは死んでしまいました。イスラエル人はどうなったでしょうか。モーセがいなくなった後，エホバはご自分の民を助けるのをやめてしまったでしょうか。そんなことはありません。ご自分に仕える人々を世話し続けました。モーセの代わりにヨシュアが指導者になるようにし，モーセが生きている間にヨシュアが何年もトレーニングを受けられるようにしました。（出 33:11。申 34:9）さらに，人々を導くために，千人長，百人長，五十人長，十人長といった賢くて経験のある男性たちも任命されていました。（申 1:15）このようにして，エホバに仕える人たちは良い世話を受けることができました。エリヤの時代もそうでした。エリヤは長年イスラエルの間で清い崇拝を推し進めていました。でも後に，エホバから別の任務を与えられてユダに移されました。（王二 2:1。代二 21:12）では，イスラエルの10部族は見捨てられたのでしょうか。いいえ。エリヤから何年もトレーニングを受けていたエリシャがいました。また，教育を受けた「預言者の子たち」もいました。（王二 2:3，脚注）確かに，エホバはご自分に仕える人たちを大勢の忠実な人たちを通して導き，世話し続けました。そのようにして，ご自分の望むことが確実に行われるようにしたのです。



[image: 1. モーセがイスラエル人の前でヨシュアを指導者に任命している。2. エリヤが職服でヨルダン川を打とうとしている様子をエリシャが隣で見ている。ほかの預言者たちも近くにいる。]

モーセ（左の挿絵）もエリヤ（右の挿絵）も後継者をトレーニングした。（12節を参照。）









13. ヘブライ 13章5節の後半ではどんなことが保証されていますか。（写真も参照。）


あなたの答え



13 こうした例を考えると，選ばれた人たちが天に行った後どうなるかを心配する必要がないことが分かります。聖書には，エホバは決してご自分の民を見捨てないとはっきり書かれています。（ヘブライ 13:5後半を読む。）統治体の兄弟たちはモーセやエリヤのように，トレーニングを行うことがどれほど大切かをよく理解しています。それで，教え導く責任を果たせるよう，ほかの羊の兄弟たちを長い間トレーニングしてきました。例えば，長老，旅行する監督，支部委員，ベテルの監督などのための学校を開いてきました。統治体のさまざまな委員会の援助者も，トレーニングを受けてすでに重い責任を忠実に果たしています。このように，選ばれた人たちが天に行った後もキリストの羊が世話を受けられるよう準備が整えられています。



[image: 1. 統治体の兄弟が教室で兄弟姉妹を教えている。2. 兄弟姉妹が授業中にノートを取っている。3. 教訓者と生徒がほかの生徒たちの前で，ヘブライ 8章と9章について話し合っている。2人の後ろには幕屋の絵が，前には幕屋の模型がある。]

統治体は援助者をトレーニングしている。また，世界中の長老，旅行する監督，支部委員，宣教者，ベテルの監督のために学校を開いている。（13節を参照。）







14. どんな点を覚えておくべきですか。


あなたの答え



14 これまで考えてきた通り，選ばれた人たちが大患難の終わりごろに天へ行った後も清い崇拝はずっと続いていきます。エホバに仕える人たちをイエス･キリストが導いてくれるからです。その時，私たちは諸国家の連合体であるマゴグのゴグからの攻撃を受けます。（エゼ 38:18-20）でもその攻撃は一時的なものです。エホバを崇拝することをやめさせることは決してできません。エホバは必ずご自分の民を救い出します。使徒ヨハネは幻の中で，キリストのほかの羊である「大群衆」を見ました。それは「大患難から出てくる」人たちを表していました。（啓 7:9，14）それで，エホバが大群衆を必ず守ってくださることを確信できます。

15-16. 啓示 17章14節によると，選ばれたクリスチャンたちはハルマゲドンの戦いで何をしますか。そのことを知ると力になるのはどうしてですか。


あなたの答え



15 ある人は，選ばれた人たちは天に行った後何をするんだろうと思うかもしれません。聖書はその点についてはっきり説明しています。将来この世界の政治体制が「子羊と戦います」。そして「子羊は……彼らを征服します」。その戦いでは，「招かれ，選ばれた忠実な者たち」が子羊を助けます。（啓示 17:14を読む。）この人たちは天に復活した人たちのことです。それで，大患難の終わりごろ天に復活した人たちに与えられる最初の仕事は，戦うことです。選ばれたクリスチャンの中には，聖書の真理を学ぶ前，戦いに参加していた人や，軍隊に入っていた人さえいます。その後，エホバの証人になって平和を大切にするようになり，戦うことをやめました。（ガラ 5:22。テサ二 3:16）とはいえ，天に復活した後は，キリストや天使たちと一緒に最後の戦いに加わり，神の敵たちを滅ぼすのです。

16 地上に残っている選ばれたクリスチャンの中には，高齢で体の弱い人たちもいるかもしれません。でも天に復活した後は不滅の命を与えられ，イエス･キリストと一緒に力強く戦います。そして，ハルマゲドンの戦いの後は愛する兄弟姉妹が完全になるように助けます。天に復活した人たちは，不完全な人間だった頃にはできなかった素晴らしいことをたくさん行うことができます。

17. 神に仕える人たちがハルマゲドンの時に安全に守られると確信できるのはどうしてですか。


あなたの答え



17 あなたはほかの羊ですか。もしそうなら，ハルマゲドンの戦いが始まる時，どんなことをする必要があるでしょうか。エホバに頼り，エホバからの指示に従うことです。聖書にはこうあります。「奥の部屋に入り，扉を閉めなさい。少しの間，隠れていなさい。憤りが過ぎ去るまで」。（イザ 26:20）神に仕える人たちは天にいるか地球にいるかに関わりなく，安全に守られます。パウロが言っている通り，「政府も，今あるものも，これから来るものも，……神の愛から私たちを引き離すことはできません」。（ロマ 8:38，39）忘れないでください。エホバはあなたを愛しています。エホバがあなたを見捨てることは決してないのです。




地上に残っている選ばれたクリスチャンが全て天に行った後…



	  どんなことは起きませんか。


あなたの答え





	  清い崇拝が途絶えてしまうことはないといえるのはどうしてですか。


あなたの答え





	  エホバがご自分に仕える人たちを世話してくださる，と確信できるのはどうしてですか。


あなたの答え












8番の歌 エホバは避難所





^ （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^  （マタ 24:31） そして人の子は，大きなラッパの音と共に天使たちを遣わし，天使たちは，四方から，天の果てから果てまで，選ばれた者たちを集めます。



^  （マタ 24:21） その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。



^  （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^  （代二 24:2） エホアシュは祭司エホヤダの時代中ずっと，エホバから見て正しいことを行い続けた。



^  （代二 24:15-19） エホヤダは長生きし，年老いて死んだ。死んだ時，130歳だった。 16 彼は「ダビデの町」に王たちと共に葬られた。真の神と神の家に関してイスラエルで良いことを行ったからである。 17 エホヤダの死後，ユダの高官たちが来て，王にひれ伏した。王は高官たちの言葉に耳を傾けた。 18 民は父祖たちの神エホバの家を捨てて，聖木や偶像を崇拝するようになり，その罪のゆえに神の怒りがユダとエルサレムに向けられた。 19 エホバは彼らをご自分のもとに連れ戻そうとして預言者たちを遣わし続けた。預言者たちは警告し続けたが，彼らは耳を傾けなかった。



^  （ヨハ三 4） 私の子供たちが真理に従って歩み続けているのを聞くことほど，うれしい*ことはありません。

もしかすると，「感謝すべき」。


^  （テサ二 2:7） 不法のひそかな力はすでに働いていますが，それがひそかなのは，抑制力となっている者が除かれる時までのことです。



^  （ヨハ一 2:18） 幼い子供たち，今は終わりの時期です。反キリストが来ることを皆さんが聞いていた通り，今や多くの反キリストが現れました。このことから，今が終わりの時期だと分かります。



^  （使徒 3:21） イエスは，神が昔の聖なる預言者たちを通して語った全ての事柄の回復の時まで，天で待っていなければなりません。



^  （申 31:29） 私の死後，皆さんがきっとひどいことを行い，私が命じた道からそれることを，私はよく知っているのです。最終的に皆さんに必ず災難が降り掛かります。エホバから見て悪いことを行い，自分たちの行動によって神を怒らせるからです」。



^  （申 28:35， 36） エホバは，あなたの両膝と両脚を痛くて治らない腫れ物で打ち，それは足の裏から頭のてっぺんまで広がります。 36 エホバは，あなたとあなたが自分の上に立てた王を，あなたも父祖たちも知らなかった国に行かせ，あなたはそこで木や石でできた他の神々に仕えます。



^  （エゼ 21:25-27） 致命的な傷を負った，イスラエルの邪悪な長よ，あなたの日が来た。最終的な処罰の時である。 26 主権者である主エホバはこう言う。『ターバンを外し，冠を脱ぎなさい。それらがそのままになることはない。立場が低い者を高くし，高い者を低くしなさい。 27 私は，破滅，破滅，破滅をもたらす。法的権利を持つ者が来るまで，冠は誰のものにもならない。私はその者に冠を与える』。



^  （イザ 55:10， 11） 雨や雪は天から降り注ぎ，地を潤し，芽を出させて作物を生じさせ， 種をまく人に種を与え，食べる人にパンを与える。 それまでは天に戻らない。同じように， 11 私の口から出る言葉も， 成果を収めずに私のもとに戻ることはない。 必ず私の望むこと*を成し遂げ， 私が託した使命を確実に果たす。

または，「喜ぶこと」。


^  （マタ 7:21-23） 私に向かって『主よ，主よ』と言う人全員が天の王国に入るのではなく，天にいる私の父の望むことを行う人だけが入ります。 22 その日には，多くの人が私に向かって『主よ，主よ，私たちはあなたの名によって預言し，あなたの名によって邪悪な天使たちを追い出し，あなたの名によって多くの強力な行い*をしなかったでしょうか』と言います。 23 その時，私ははっきり言います。『あなたたちのことは全く知りません*。不法なことをする人たち，離れ去りなさい！』

または，「奇跡」。
または，「認めたことはありません」。


^  （マタ 13:24-30） イエスは別の例えを用いてこう言った。「天の王国は畑に良い種をまいた人のようです。 25 人々が眠っている間に，敵がやって来て，小麦の間に雑草をまいて去りました。 26 茎が伸びて実を生み出すと，その時に雑草も現れました。 27 それで，奴隷たちが来て家の主人に言いました。『ご主人さま，畑にまいたのは良い種ではありませんでしたか。それなのに，どうして雑草が生えるのでしょうか』。 28 主人は言いました。『敵の仕業です』。奴隷たちは言いました。『では，行ってそれを抜きましょうか』。 29 主人は言いました。『いいえ，雑草を抜く時に小麦も一緒に引き抜くといけません。 30 収穫まで両方とも一緒に成長させておきなさい。収穫の季節になったら，刈り取る者たちにこう言います。まず雑草を抜き，焼くために縛って束にし，それから小麦を倉に集めなさい，と』」。



^  （マタ 13:36-43） それから，イエスは群衆を解散させた後，家に入った。弟子たちが来て，「畑の雑草の例えを説明してください」と言った。 37 それでイエスは言った。「良い種をまく人は人の子です。 38 畑は世界です。良い種は王国の子たち，雑草は邪悪な者の子たち， 39 雑草をまいた敵は悪魔です。収穫は体制の終結で，刈り取る者は天使たちです。 40 それで，体制の終結の時には，雑草が抜かれて火で焼かれるようなことが生じます。 41 人の子は天使たちを遣わし，天使たちは，人に罪を犯させる*人たちと不法なことを行う人たちを王国から取り除き， 42 火の燃える炉に投げ込みます。彼らはそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします。 43 その時，正しい人たちは父の王国で太陽のように明るく輝きます。耳のある人は聞きなさい。

直訳，「つまずきのもとになる」。


^  （テサ二 2:3） 誰にも，どんな方法によっても惑わされないようにしてください。まず背教が生じて，不法の者つまり滅びる者が明らかにされてからでなければ，その日は来ないからです。



^  （テサ二 2:7） 不法のひそかな力はすでに働いていますが，それがひそかなのは，抑制力となっている者が除かれる時までのことです。



^  （ペテ二 2:1） しかし，民の中には偽預言者も現れました。皆さんの中にも偽りを教える人が現れるでしょう。その人たちは破壊的な分派をひそかにつくり，自分たちを買い取った所有者をさえ否定し，速やかな滅びを身に招きます。



^  （ヨハ一 2:18） 幼い子供たち，今は終わりの時期です。反キリストが来ることを皆さんが聞いていた通り，今や多くの反キリストが現れました。このことから，今が終わりの時期だと分かります。



^  （テモ二 3:1） このことを知っておきなさい。終わりの時代は困難で危機的な時になります。



^  （使徒 3:21） イエスは，神が昔の聖なる預言者たちを通して語った全ての事柄の回復の時まで，天で待っていなければなりません。



^  （イザ 2:2-4） 最後の日々*に， エホバの家の山は， 山々の頂より高くしっかりと据えられ， どの丘よりも高くそびえる*。 全ての国の人々が流れのようにそこに向かう。  3 多くの人々が行って，こう言う。 「さあ，エホバの山に登ろう。 ヤコブの神の家に行こう。 神はご自分の道について教えてくださる。 私たちはその道を歩もう」。 律法*がシオンから， エホバの言葉がエルサレムから出る。  4 神は国々の中で裁きを下し， 多くの人々を正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「終わりの時代」。
または，「上に高められる」。
または，「指示」。
または，「人々に関して物事を正す」。


^  （エゼ 11:17-20） また，こう言いなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私はあなたたちを，さまざまな民の中から，散らされていた国々から集め，イスラエルの土地を与える。 18 人々はそこに戻り，汚らわしい物や忌まわしい行いを全て取り除く。 19 私は，彼らに一致した*心を与え，新たな精神を持たせる。彼らの体から石のような心を取り除き，柔らかい心*を与える。 20 それは，彼らが私の法令に従って歩み，私の法規を守るようになるためである。こうして彼らは私の民となり，私は彼らの神となる」』。

直訳，「1つの」。
神の導きに敏感に応じる心のこと。


^ （イザ 54:17） あなたを攻撃するために作られるどんな武器も役に立たず， 裁判においてあなたを責めるどの舌も有罪とされる*。 これはエホバに仕える者たちが受ける財産であり， 私が彼らを正しいと見なす」と，エホバは宣言する。

または，「あなたによってとがめられる」。


^  （イザ 54:17） あなたを攻撃するために作られるどんな武器も役に立たず， 裁判においてあなたを責めるどの舌も有罪とされる*。 これはエホバに仕える者たちが受ける財産であり， 私が彼らを正しいと見なす」と，エホバは宣言する。

または，「あなたによってとがめられる」。


^  （イザ 54:13， 14） あなたの子たちは皆エホバに教えられ， 豊かな平和を味わう。 14 あなたは正しさによってしっかりと据えられる。 圧迫から遠く離れ， 何も恐れず，おびえることもない。 恐怖を抱かせるものがあなたに近づくことはない。



^  （コリ二 4:4） 今の体制*の神が，信仰のない人たちの思考を遮り*，神に似た者であるキリストについての素晴らしい良い知らせの光が輝き渡らないようにしているのです。

または，「時代」。用語集参照。
または，「心の目をくらまし」。


^  （マタ 23:10） また，指導者と呼ばれてもなりません。あなたたちの指導者はキリストひとりだからです。



^  （出 33:11） エホバは，人が他の人に話すかのように，顔を合わせてモーセに話した。モーセが宿営に戻る時には，ヌンの子で従者であるヨシュアが会見の天幕を離れなかった。



^  （申 34:9） ヌンの子ヨシュアは，神の力による知恵に満ちていた。モーセがかつて彼に手を置いたからである。イスラエル人はヨシュアの言うことを聞くようになり，エホバがモーセに命じた通りにした。



^  （申 1:15） 私は，部族の長，賢くて経験のある男性たちを，皆さんを導く人として，千人長，百人長，五十人長，十人長，部族の役人に任命しました。



^  （王二 2:1） エホバが暴風によってエリヤを天*に上げようとしていた頃，エリヤとエリシャはギルガルから出ていった。

または，「空」。


^  （代二 21:12） やがて，彼のもとに預言者エリヤから次の書面が届いた。「あなたの父祖ダビデの神エホバはこう言っています。『あなたは父エホシャファトの道も，ユダのアサ王の道も歩まなかった。



^  （王二 2:3） すると，ベテルにいる預言者の子たち*がエリシャのもとに出てきて言った。「今日，エホバがあなたの主人をあなたから引き離そうとしていることを知っていますか」。エリシャは，「知っています。黙っていてください」と言った。

「預言者の子たち」とは，預言者の教育団体か預言者の会のことと思われる。


^ （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^  （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^  （エゼ 38:18-20） 主権者である主エホバはこう宣言する。『その日，ゴグがイスラエルに攻め込む日に，私の非常に激しい怒りが燃え上がる。 19 私は熱意と，燃え盛る激怒のうちに話す。その日，イスラエルに大きな地震が起こる。 20 私のゆえに，海の魚，空を飛ぶ鳥，野獣，地面をはう全ての爬虫類，地上の全ての人間は震え，山は崩れ，崖は崩落し，全ての城壁は地面に倒れる』。



^  （啓 7:9） その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。



^  （啓 7:14） それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。



^ （啓 17:14） 彼らは子羊と戦いますが，子羊は主の中の主，王の中の王ですから，彼らを征服します。子羊と共にいる者たち，招かれ，選ばれた忠実な者たちも，征服します」。



^  （啓 17:14） 彼らは子羊と戦いますが，子羊は主の中の主，王の中の王ですから，彼らを征服します。子羊と共にいる者たち，招かれ，選ばれた忠実な者たちも，征服します」。



^  （ガラ 5:22） 一方，聖なる力*が生み出すもの*は，愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰，

用語集参照。
直訳，「実」。


^  （テサ二 3:16） 平和の主が，あらゆる方法でいつも皆さんに平和を与えてくださいますように。主が皆さんと共にいてくださいますように。



^  （イザ 26:20） 私の民よ，行って，奥の部屋に入り， 扉を閉めなさい。 少しの間，隠れていなさい。 憤り*が過ぎ去るまで。

または，「糾弾」。


^  （ロマ 8:38， 39） 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。









研究記事6




10番の歌 私たちの神エホバを賛美しましょう！



「エホバの名を賛美せよ」



「エホバに仕える人たち，賛美せよ。エホバの名を賛美せよ」。詩編 113:1




ポイント

どんなことについて考えると，エホバの神聖な名をいつも賛美したいという気持ちになるでしょうか。




1-2. エホバはご自分の評判を傷つけられた時，どんな気持ちになりましたか。それをどんな例えで考えることができますか。


あなたの答え



こんな場面を想像してみてください。大切にしている人からひどいことを言われました。それは事実ではないのに，ある人たちは信じてしまいます。さらに，そのうそは広まり，もっと多くの人がそれを信じるようになりました。あなたは自分の評判や周りの人のことを大事に思っています。それで，根拠のない悪口を言われたら，悲しくなるのではありませんか。（格 22:1）

2 この例えから，エホバがご自分の評判を傷つけられた時にどんな気持ちになったかを知ることができます。エホバの子供である天使の1人がエバに，エホバについてのうそを言いました。エバはそのうそを信じました。そしてアダムとエバはエホバに反逆しました。こうして人類に罪と死が入りました。（創 3:1-6。ロマ 5:12）今の世の中に見られる死や戦争といったつらいことは全て，サタンがエデンの園で広めたうそが原因です。エホバはこうした根拠のないうそや，その結果起きている問題を見てどう感じているでしょうか。悲しんでいるに違いありません。それでも，腹を立てたり根に持ったりしてはいません。エホバはずっと「幸福な神」です。（テモ一 1:11）

 3. 私たちはどんなことに貢献できますか。


あなたの答え



3 私たちはうそによって傷つけられたエホバの評判を回復することに貢献できます。「エホバの名を賛美せよ」というシンプルな命令に従うことによってです。（詩 113:1）つまり，エホバという聖なる名を持つ方の素晴らしいところについて語るのです。そうしたいと思いませんか。では，心を尽くしてエホバの名を賛美したいという思いを強めるのに役立つ3つの点を考えましょう。

エホバに喜んでもらうことができる

 4. 私たちがエホバを賛美するとエホバが喜ぶのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



4 私たちがエホバの名を賛美する時，エホバは喜んでくれます。（詩 119:108）ある人は，不安で自信がないので褒め言葉が欲しいと思うかもしれませんが，全能の神であるエホバはそうではありません。例えで考えてみましょう。幼い娘が父親に抱き付き，「世界で一番好き！」と言います。父親は娘の素直な言葉を聞いて感動し，とても幸せな気持ちになるでしょう。では，この父親について，「この人は娘からのこういう言葉がないと不安になるんだ」と思うでしょうか。そんなことはないはずです。きっと，「娘が愛や感謝を示すのを見て，子供の成長を喜んでいるんだ」と思うことでしょう。この父親は，愛や感謝がずっと幸せでいるために役立つということをよく知っています。私たちがエホバを賛美する時，最高のお父さんであるエホバも同じような理由で喜んでくれます。



[image: 幼い娘が自分の描いた絵をうれしそうに父親に渡している。]

父親が子供から愛や感謝を伝えられるとうれしいのと同じように，私たちがエホバの名を賛美する時，エホバは喜ぶ。（4節を参照。）







 5. エホバを賛美するなら，どんなうそに反論できますか。


あなたの答え



5 天の父エホバを賛美するなら，サタンが私たち一人一人について述べているうそに反論できます。サタンは最後まで神に忠誠を尽くす人はいないと主張しました。人は神に背いた方が自分にプラスになると思ったなら必ず神に背くと言いました。（ヨブ 1:9-11; 2:4）でも，ヨブはサタンがうそつきであることを証明しました。あなたはどうですか。私たちはエホバに忠誠を尽くすことによって，エホバの評判を守り，喜んでいただくことができます。（格 27:11）これは本当に光栄なことです。

 6. どうすればダビデやレビ族の人たちに倣うことができますか。（ネヘミヤ 9:5）


あなたの答え



6 エホバを愛する人はエホバという名を心から賛美したいと思うはずです。ダビデ王はこう書きました。「私はエホバを賛美する。心を尽くして神の聖なる名を賛美する」。（詩 103:1）ダビデはエホバの名を賛美するなら，エホバを賛美していることになるということを理解していました。エホバの名には評判が含まれているので，それはエホバの素晴らしい性格や行いを連想させます。ダビデはお父さんエホバの名を大切にしていて，「心を尽くして」賛美したいと思っていました。レビ族の人たちも同じようにエホバの名を心から賛美しました。エホバの聖なる名はどんな言葉でも賛美しきれないということを謙虚に認めていました。（ネヘミヤ 9:5を読む。）このように自分の小ささを認めつつ心から捧げられる賛美を聞いて，エホバはとても喜んだに違いありません。

 7. 宣教や日常生活の中でどのようにエホバを賛美できますか。


あなたの答え



7 現代の私たちも，エホバへの愛や感謝を熱く語ることによって，エホバに喜んでもらうことができます。宣教の一番の目的は，人々が私たちと同じようにエホバと親しくなり，愛情深い天のお父さんを知るように助けることです。（ヤコ 4:8）エホバの愛や公正さ，知恵，力といった魅力的なところについて，聖書が教えていることを人々に伝えられるとうれしくなります。さらに，エホバに倣うために一生懸命努力することによっても，エホバを賛美できます。（エフェ 5:1）私たちがエホバに倣うなら，人々はこの悪い世の中にあって，私たちの生き方が違うことに気付き，興味を持つかもしれません。（マタ 5:14-16）そしてそれは，私たちがほかの人と違う理由について説明するチャンスにつながるかもしれません。その結果，誠実な人たちはエホバのもとに引き寄せられます。私たちはいろいろな方法でエホバを賛美することによって，エホバに心から喜んでもらうことができます。（テモ一 2:3，4）

イエスに喜んでもらうことができる

 8. イエスが誰よりもエホバの名を賛美したといえるのはどうしてですか。


あなたの答え



8 イエスほど，エホバのことを知っている方はいません。（マタ 11:27）イエスは天のお父さんのことを心から愛していて，誰よりもエホバの名を賛美しました。（ヨハ 14:31）死ぬ前の晩に捧げた祈りの中で，地球にいた間に行った宣教を振り返って，「私はあなたのお名前を彼らに知らせました」と言いました。（ヨハ 17:26）これはどういう意味だったのでしょうか。

 9. イエスはどんな例え話をして，天のお父さんについて分かりやすく教えましたか。


あなたの答え



9 イエスは神の名前がエホバだということをただ人に伝えただけではありません。当時のユダヤ人は神の名前をすでに知っていたからです。イエスは進んで「神について説明し[まし]た」。（ヨハ 1:17，18）ヘブライ語聖書は，エホバが憐れみ深く，思いやりがある神であることを明らかにしています。（出 34:5-7）イエスはそのことを，好き放題の生活をした息子と父親の例え話でさらに分かりやすく教えました。父親は，本心に立ち返った息子を「まだ遠くにいる間に」見つけ，走っていって抱き締め，心から許しました。私たちはこの話を読むと，エホバが思いやりがあって，憐れみ深い神であることをはっきりとイメージすることができます。（ルカ 15:11-32）このように，イエスは天のお父さんがどんな方かを明らかにしたのです。

10. （ア）イエスはほかの人たちにもエホバの名を使ってほしいと思っていました。どんなことからそれが分かりますか。（マルコ 5:19）（挿絵も参照。）（イ）イエスは私たちにどんなことを願っていますか。


あなたの答え



10 イエスはほかの人にもエホバの名前を使ってほしいと思っていたでしょうか。確かにそう思っていました。当時の偽善的な宗教指導者の中には，神の名前はあまりにも神聖なものなので発音するべきではないと考える人たちもいました。でもイエスは，聖書に基づかないそうした伝統に影響されることなく，エホバの名を賛美しました。ゲラサの人たちの地域で邪悪な天使に取りつかれた男性を癒やした時のことを考えてみましょう。起きたことを見聞きした人たちはイエスのことを恐れ，その地域から去ってほしいとお願いしました。それでイエスはその通りにしました。（マル 5:16，17）でもイエスはエホバの名がその地域の人たちにも知られることを願っていました。それでイエスは癒やされた男性に1つの務めを与えます。イエスではなくエホバがしたことを人々に伝える，という務めです。（マルコ 5:19を読む。）* イエスの願いは今も変わっていません。私たちに世界中でエホバの名を知らせてほしいと思っています。（マタ 24:14; 28:19，20）それで，私たちが一生懸命に努力する時，王であるイエスに喜んでもらうことができます。



[image: イエスが舟でゲラサの人たちの地域を去ろうとしている。岸辺には邪悪な天使に取りつかれていた男性がいて，舟の上にいるイエスと話している。]

イエスは邪悪な天使に取りつかれていた男性に，エホバがどのように助けてくださったかを人々に知らせるようにと命じた。（10節を参照。）







11. イエスは弟子たちにどんなことを祈るように教えましたか。そのことが重要なのはどうしてですか。（エゼキエル 36:23）


あなたの答え



11 エホバがご自分の名誉を回復し，お名前を神聖なものとしようとしていることをイエスは知っていました。それで弟子たちにこう祈るように教えました。「天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように」。（マタ 6:9）イエスは，この問題が人間にとっても天使たちにとっても一番大きな問題であることを理解していました。（エゼキエル 36:23を読む。）イエスは誰よりもエホバのお名前を神聖なものとしました。でも敵たちは，イエスが神を冒瀆したと言ってイエスを逮捕しました。イエスにとって，神の名を汚したと訴えられたことはこの上なくつらいことでした。だからこそ，逮捕される数時間前，イエスは「深く苦悩し」たのでしょう。（ルカ 22:41-44）

12. イエスはエホバの名を神聖なものとするためにどんな素晴らしいことをしましたか。


あなたの答え



12 イエスはお父さんエホバの名を神聖なものとするために，ありとあらゆる虐待や侮辱を忍耐しました。ずっとエホバに従ってきましたし，恥じるべきことは何もありませんでした。（ヘブ 12:2）また，サタンから直接攻撃されているということも分かっていました。（ルカ 22:2-4; 23:33，34）サタンはイエスがエホバに心を尽くして仕えるのをやめさせようとしましたが，そのたくらみは失敗に終わりました。イエスは，サタンがたちの悪いうそつきであることを明らかにし，どんな難しい問題の中でも心を込めてエホバに仕える人がいるということを証明しました。

13. 王であるイエスに喜んでもらうために何ができますか。


あなたの答え



13 王であるイエスに喜んでもらいたいと思うなら，エホバがどんな方かについてほかの人に伝えて神の名を賛美しましょう。そのようにしてイエスの手本にしっかり付いていくことができます。（ペテ一 2:21）イエスのようにエホバを喜ばせ，神の敵であるサタンがひどいうそつきであることを証明できます。

人々の命を救うことができる

14-15. 人々にエホバについて教えるなら，どんな良い結果になりますか。


あなたの答え



14 エホバの名を賛美するなら人々の命を救うことにもなります。どうしてそういえるでしょうか。サタンは「信仰のない人たちの思考を遮」ってきました。（コリ二 4:4）それで，次のようなうそをうのみにしている人たちがいます。「神なんていない」。「神は遠く離れていて，人間のことを気に掛けてなどいない」。「神は残酷で悪人をいつまでも苦しめる」。サタンはこうしたうそを使ってエホバの評判を傷つけ，エホバと親しくなりたいと思わせないようにしています。でも私たちが伝道を行うなら，サタンの思い通りにはなりません。エホバについて人々に伝えることによって神の名を賛美することができます。

15 聖書に書かれている真理には大きな力があります。エホバがどんな方かについて教えるなら，とても良い結果になります。人々はサタンのうそから徐々に解放され，エホバが素晴らしい方であることを知るようになります。例えば，エホバが持つ無限の力を畏れるようになります。（イザ 40:26）完璧に公正である神エホバを信頼するようになり，深い知恵から多くのことを学びます。（申 32:4。イザ 55:9。ロマ 11:33）神が愛であることを知って安心します。（ヨハ一 4:8）神と親しくなるにつれて，神の子供として永遠に生きるという希望はより確かなものになっていきます。このように，エホバと親しくなるよう人々を助けられるのは本当に光栄なことです。そうするなら，エホバは私たちのことを「共に働く者」と見てくださいます。（コリ一 3:5，9）

16. ある人たちは神の名前を知って，どんな良い影響を受けましたか。


あなたの答え



16 神の名前がエホバだというシンプルな真理も，誠実な人たちの生き方に大きな影響を与えることがあります。例えば，アリーアという若い女性は，クリスチャンではない家庭で育ちました。* 宗教に入ってはいましたが，心は満たされず，神を身近にも感じていませんでした。でも，エホバの証人と聖書を学ぶようになって，神を親しい友と思えるようになりました。神の名前がたくさんの聖書から取り除かれ，「主」などの称号に置き換えられてきたということを知って，とても驚きました。エホバという名前を知ったことで，アリーアの人生は大きく変わりました。「神様には名前があって，しかも親友になれるんだ！」と思いました。アリーアはこう言います。「今では本当に穏やかな気持ちを味わうことができています。エホバという名前を知ることができて本当にうれしいです」。スティーブという男性は，ミュージシャンで，ユダヤ教の影響を強く受けて育ちました。でも，組織としての宗教には関わりたくないと思っていました。宗教が教えていることと実際に行っていることの違いをたくさん目にしてきたからです。でも，愛する家族を亡くした時，エホバの証人の聖書レッスンに同席する機会がありました。そこで神の名前を知ってとても感動しました。スティーブはこう言います。「それまで，神様に名前があるなんて知りませんでした。……生まれて初めて，神様を身近な存在に感じることができました。最高の友達を見つけたと思いました」。

17. あなたがこれからもエホバの名を賛美していきたいと思うのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



17 伝道や聖書レッスンで，エホバという名前について伝えていますか。エホバがどんな方かを知るように助けているでしょうか。もしそうしているなら，神の名を賛美していることになります。エホバがどんな方かを知らせることによって，これからもエホバの名を賛美していきましょう。それは人の命を救うことになります。私たちの王キリスト･イエスにしっかり付いていくことにもなります。そして何よりも，お父さんエホバに喜んでもらえます。私たちが「[神]の名をいつまでも永遠に賛美」できますように。（詩 145:2）





[image: 姉妹が年配の女性と聖書レッスンをしている。壁には十字架が掛かっていて，後ろのテーブルには像が置いてある。女性は自分の聖書にエホバの名前が載っていることに驚いている。]

エホバの名前やエホバがどんな方かを人々に伝えるなら，エホバの名を賛美することができる。（17節を参照。）






エホバの名を賛美するなら…



	  エホバが喜んでくれるのはどうしてですか。


あなたの答え





	  イエスが喜んでくれるのはどうしてですか。


あなたの答え





	  命を救うことになるといえるのはどうしてですか。


あなたの答え












2番の歌 あなたの名はエホバ



^  マルコがイエスの言葉を記録した時にエホバという名前を使ったといえる十分な証拠があります。それで，「新世界訳聖書」ではエホバの名前が使われています。この聖句の注釈もご覧ください。


^  名前は変えてあります。






^ （詩 113:1） ヤハを賛美せよ*！ エホバに仕える人たち，賛美せよ。 エホバの名を賛美せよ。

または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。


^  （格 22:1） 多くの富よりも良い名*を選べ。 尊ばれることは銀や金に勝る。

または，「良い評判」。直訳，「名」。


^  （創 3:1-6） さて，エホバ神が造った野生動物の中で蛇が最も用心深かった*。蛇が女に言った。「あなたたちは庭園の全ての木の実を食べてはならない，と神が言ったのは本当ですか」。 2 女は蛇に言った。「私たちは庭園の木の実を食べてよいのです。 3 でも，庭園の真ん中にある木の実について，神は，『食べてはならない。触れてもならない。食べたり触れたりするなら死ぬ』と言いました」。 4 蛇は女に言った。「あなたたちは決して死にません。 5 その木の実を食べた日に，目が開かれ，あなたたちが神のようになって善悪を知るようになることを神は知っているのです」。 6 そこで女がその木を見ると，おいしそうな実が付いていて，魅力的な美しい木に見えた。それで女はその木の実を取って食べ始めた。その後，一緒にいた時に夫にも渡した。夫もそれを食べ始めた。

または，「利口だった」。


^  （ロマ 5:12） このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。



^  （テモ一 1:11） その教えは幸福な神の素晴らしい良い知らせと一致しており，私はその良い知らせを託されました。



^  （詩 113:1） ヤハを賛美せよ*！ エホバに仕える人たち，賛美せよ。 エホバの名を賛美せよ。

または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。


^  （詩 119:108） エホバ，どうか喜んでください，賛美の言葉という私*の自発的な捧げ物を。 あなたの法規*を教えてください。

直訳，「私の口」。
直訳，「裁き」。


^  （ヨブ 1:9-11） サタンはエホバに答えた。「ヨブは本当に純粋な気持ちで神を畏れているのでしょうか。 10 彼も家族も全ての持ち物も，あなたが柵で囲んで守ったのではありませんか。あなたの祝福によって彼の仕事はうまく運び，家畜は非常に多くなりました。 11 試しに，あなたの手を出して，彼の持つもの全てを破壊してください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。



^  （ヨブ 2:4） サタンはエホバに答えた。「誰でも自分の身が一番*です。人は自分の命を守るために，自分が持つもの全てを差し出します。

直訳，「皮膚のためには皮膚」。


^  （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^ （ネヘ 9:5） エシュア，カドミエル，バニ，ハシャブネヤ，シェレブヤ，ホディヤ，シェバヌヤ，ペタフヤというレビ族の人たちは言った。「立ち上がって，エホバ神を永遠にわたって*賛美しなさい」。そしてこう言った。「神よ，あなたの名が賛美されますように。あなたの名は，どんな賛美や称賛の言葉でも言い尽くせないほど輝かしいものです。

または，「永遠から永遠まで」。


^  （詩 103:1） 私はエホバを賛美する。 心を尽くして神の聖なる名を賛美する。



^  （ネヘ 9:5） エシュア，カドミエル，バニ，ハシャブネヤ，シェレブヤ，ホディヤ，シェバヌヤ，ペタフヤというレビ族の人たちは言った。「立ち上がって，エホバ神を永遠にわたって*賛美しなさい」。そしてこう言った。「神よ，あなたの名が賛美されますように。あなたの名は，どんな賛美や称賛の言葉でも言い尽くせないほど輝かしいものです。

または，「永遠から永遠まで」。


^  （ヤコ 4:8） 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。



^  （エフェ 5:1） 皆さんは子供として神に愛されているのですから，神に倣ってください。



^  （マタ 5:14-16） あなたたちは世の光です。山の上にある町は，隠されることがありません。 15 また，人はランプをともすと，籠で覆うのではなく台の上に置きます。そうすれば，家の中にいる全員を照らせます。 16 同じように，あなたたちの光を人々の前に輝かせなさい。そうすれば，人々はあなたたちの立派な行動を見て，天にいる父をたたえるでしょう。



^  （テモ一 2:3， 4） そのように祈ることは，私たちの救い主である神から見て良いことであり，受け入れられることです。 4 神は，あらゆる人が救われて，真理の正確な知識を得ることを望んでいます。



^  （マタ 11:27） 全てのものは父によって私に渡されています。子を本当に知っているのは父だけであり，父を本当に知っているのは，子と，子が進んで父を啓示する者たちだけです。



^  （ヨハ 14:31） しかし，私が父を愛していることを世の人々が知るために，父が命じた通りにしています。立ちなさい。出掛けましょう。



^  （ヨハ 17:26） 私はあなたのお名前を彼らに知らせました。これからも知らせます。あなたが私を愛してくださったように彼らが愛を示し*，私が彼らと結び付いているためです」。

直訳，「愛してくださった愛が彼らの内にあり」。


^  （ヨハ 1:17， 18） なぜなら，律法はモーセを通して与えられ，惜しみない親切と真理はイエス･キリストを通して実現したからである。 18 これまで神を見た人はいない。しかし，天の父のそばにいる，神のような独り子が，神について説明した。



^  （出 34:5-7） エホバが雲のうちに下ってきて，モーセと共にそこに立ち，エホバという名を宣言した。 6 エホバはモーセの前を通り過ぎつつ，こう宣言した。「エホバ，エホバ，憐れみ深く，思いやり*がある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛*に満ち，常に信頼できる*。 7 揺るぎない愛を幾千代までも示し，過ちと違反と罪を許す。しかし，罪がある人を処罰しないことは決してなく，父の過ちに対する処罰を子や孫やひ孫に及ぼす」。

または，「慈しみ」。
または，「愛ある親切」。
または，「真実を語る」。


^  （ルカ 15:11-32） それからイエスは言った。「ある男性に2人の息子がいました。 12 下の息子が父親に言いました。『お父さん，財産のうち私が頂くことになる分を下さい』。それで父親は資産を2人に分けました。 13 数日後，下の息子は全ての物をまとめて遠い国に旅立ち，そこで好き放題の生活をして財産を乱費しました。 14 全てを使い果たした時，その国中でひどい飢饉が起き，彼は困窮し始めました。 15 その国のある住民の所に転がり込むことまでし，野原で豚を飼う仕事をさせられました。 16 豚が食べているイナゴマメのさやでおなかを満たしたいと思うほどでしたが，誰も何もくれませんでした。 17 その息子は本心に立ち返った時，言いました。『父の所では大勢の雇われ人に有り余るほどパンがあるのに，私はここで飢え死にしそうだ。 18 ここを出て父のもとに行き，こう言おう。「お父さん，私は天に対しても，あなたに対しても罪を犯しました。 19 もう息子と呼ばれるに値しません。雇われ人の1人のようにしてください」』。 20 そしてそこを出て父親のもとに向かいました。彼がまだ遠くにいる間に，父親は息子を見てかわいそうに思い，走っていって抱き締め*，優しく口づけしました。 21 息子は言いました。『お父さん，私は天に対しても，あなたに対しても罪を犯しました。もう息子と呼ばれるに値しません』。 22 しかし父親は奴隷たちに言いました。『さあ早く，長い服，一番良いのを出してきてこの子に着せ，指輪をはめ，サンダルを履かせなさい。 23 それから，肥えた子牛を連れてきて調理し*なさい。食べて祝いましょう。 24 私のこの息子が死んでいたのに生き返ったのです。いなくなっていたのに見つかりました』。そして楽しいひとときが始まりました。 25 上の息子は畑にいましたが，帰ってきて家に近づくと，音楽と踊りの音が聞こえました。 26 召し使いを呼び，何事かと尋ねました。 27 召し使いは言いました。『弟さんがお帰りになりました。無事に*戻ってこられたので，お父さまは肥えた子牛を振る舞われたのです』。 28 ところが彼は怒り，入ろうとしませんでした。すると父親が出てきて，中に入るよう促し始めました。 29 上の息子は父親にこう答えました。『私はこれまで何年もあなたのために奴隷のように働いてきて，言い付けに背いたことは一度もありません。それなのに，友人と一緒に食べるための子ヤギさえ一度も下さったことがありません。 30 ところが，娼婦たちと一緒にあなたの資産を乱費したあのあなたの息子が戻るとすぐ，肥えた子牛を振る舞ったのです』。 31 父親は言いました。『息子よ，おまえはいつも私といたし，私の物は全部おまえのものだ。 32 でも，祝って喜ばずにはいられなかった。おまえの弟が死んでいたのに生き返り，いなくなっていたのに見つかったのだ』」。

または，「首を抱き」。
または，「犠牲にし」。
または，「元気に」。


^ （マル 5:19） しかしイエスはそれを許さず，こう言った。「親族のもとに帰り，エホバがしてくださった全てのことと示してくださった憐れみについて知らせなさい」。



^  （マル 5:16， 17） また，目撃していた人たちから，邪悪な天使に取りつかれた男や豚に起きたことを聞いた。 17 それでイエスに，この地域から去ってくださいと嘆願し始めた。



^  （マル 5:19） しかしイエスはそれを許さず，こう言った。「親族のもとに帰り，エホバがしてくださった全てのことと示してくださった憐れみについて知らせなさい」。



^  （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^  （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ （エゼ 36:23） 主権者である主エホバはこう宣言する。『私は，あなたたちが異国の人々の中で汚した，私の偉大な名を，必ず神聖なものとする。そして，あなたたちの中で，異国の人々の目の前で，私が神聖なものとされる時，異国の人々は私がエホバであることを知らなければならなくなる。



^  （マタ 6:9） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。



^  （エゼ 36:23） 主権者である主エホバはこう宣言する。『私は，あなたたちが異国の人々の中で汚した，私の偉大な名を，必ず神聖なものとする。そして，あなたたちの中で，異国の人々の目の前で，私が神聖なものとされる時，異国の人々は私がエホバであることを知らなければならなくなる。



^  （ルカ 22:41-44） そして，石を投げれば届くほどの所まで離れ，膝をかがめて祈り始め， 42 こう言った。「父よ，あなたが望まれるようでしたら，この杯を私から取り除いてください。とはいえ，私の望むことではなく，あなたの望まれることがなされますように」。 43 その時，天使が現れてイエスを力づけた。 44 しかしイエスは深く苦悩し，さらに真剣に祈り続けた。汗が血のようになって地面に滴り落ちた。



^  （ヘブ 12:2） 私たちの信仰を導き，完全にしてくださる方であるイエスを一心に見つめながら走るのです。イエスは，前途にある喜びのために，恥を物ともせず苦しみの杭*に耐え，神の座の右に座りました。

用語集参照。


^  （ルカ 22:2-4） 祭司長と律法学者たちは，イエスを除き去るうまい方法を探していた。民を恐れていたのである。 3 また，12人の中に数えられ，イスカリオテと呼ばれるユダにサタンが入り込んだ。 4 ユダは出掛けていき，イエスを裏切って渡す方法について祭司長と神殿の指揮官たちと話し合った。



^  （ルカ 23:33， 34） 兵士たちは，どくろと呼ばれる所に着いた時，イエスを杭にくぎ付けにし，その左右に犯罪者たちを1人ずつくぎ付けにした。 34 しかしイエスは言った。「父よ，彼らをお許しください。自分たちが何をしているのか知らないのです」。さらに彼らは，くじを引いてイエスの服を分配した。



^  （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。



^  （コリ二 4:4） 今の体制*の神が，信仰のない人たちの思考を遮り*，神に似た者であるキリストについての素晴らしい良い知らせの光が輝き渡らないようにしているのです。

または，「時代」。用語集参照。
または，「心の目をくらまし」。


^  （イザ 40:26） 天を見上げてみなさい。 誰がこれらの物を創造したのか。 星の軍勢を数え上げて率いている者である。 その者は全ての星を名で呼ぶ。 膨大な活力*と驚異的な力を持っているので， 一つとして欠ける星はない。

または，「動的エネルギー」。


^  （申 32:4） 神は岩のような方で，行うことは完全， 神の道は全て公正である。 決して不公正ではなく，信頼できる神。 正しく，真っすぐな方。



^  （イザ 55:9） 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。

または，「道」。


^  （ロマ 11:33） ああ，神の祝福は何と豊かで，神の知恵と知識は何と深いのでしょう。神の裁きを知り抜くことも，神の道を知り尽くすことも決してできません。



^  （ヨハ一 4:8） 愛さない人は，神をよく知りません。神は愛だからです。



^  （コリ一 3:5） アポロは何者ですか。パウロは何者ですか。それぞれが主から与えられた務めを行い，信仰を持つよう皆さんを助けた奉仕者です。



^  （コリ一 3:9） 私たちは神と共に働く者だからです。皆さんは，神が耕している畑，神の建物です。



^  （詩 145:2） 一日中あなたを賛美します。 あなたの名をいつまでも永遠に賛美します。









研究記事7




51番の歌 私たちは神に献身しました！



ナジルから学べること



「ナジルである間はずっと，エホバにとって聖なる人である」。民数記 6:8




ポイント

進んで犠牲を払い，勇気を持ってエホバに仕える面で，ナジルの手本からどんなことを学べるでしょうか。




 1. エホバを崇拝する人たちは，昔からどんな立派な姿勢を示してきましたか。


あなたの答え



あなたはエホバを愛していますか。「もちろんです！」と言うことでしょう。エホバとの絆を大切にしてきた人は昔から大勢います。（詩 104:33，34）そうした人たちはエホバを崇拝するために進んで自分を犠牲にしてきました。古代イスラエルでナジルと呼ばれていた人たちもそうです。ナジルとはどんな人でしたか。私たちはナジルからどんなことを学べるでしょうか。

 2. （ア）ナジルとはどんな人でしたか。（民数記 6:1，2）（イ）ある人たちがナジルになろうと思ったのはどうしてですか。


あなたの答え



2 「ナジル」という言葉は「選び出された者」，「分けられた者」，「献じられた者」という意味のヘブライ語に基づく言葉です。この言葉は，エホバに熱心に仕え，特別な犠牲を払ったイスラエル人を指しています。モーセの律法の下では，男性も女性もエホバに特別な誓約をして一定期間ナジルとして生活することができました。* （民数記 6:1，2を読む。）この誓いには，ほかのイスラエル人が守る必要のないおきてに従うことが含まれていました。それでもエホバを心から愛し，エホバがしてくれたことに感謝していたので，ナジルになろうと思う人たちがいました。（申 6:5; 16:17）

エホバに任命されたナジル


生涯ナジルとして生活するようエホバから選ばれたイスラエル人もいました。そうした人たちは，ほかのナジルとは違い，誓いを立てたわけではありませんでした。エホバに任命されたナジルとして聖書に記録されているのは3人だけです。

	  サムソン（裁 13:2-5，24，25）



	  サムエル（サム一 1:10，11，20，27，28）



	  バプテスマを施す人ヨハネ（ルカ 1:13-15）





とはいえ，この記事で取り上げているのは，民数記 6章2-7節に出てくる，自分から進んでナジルになった人たちのことです。





 3. 現代のエホバに仕える人たちは，ナジルとどのように似ていますか。


あなたの答え



3 ナジルに関する取り決めは，「キリストの律法」がモーセの律法に取って代わった時に終わりました。（ガラ 6:2。ロマ 10:4）でも，今の時代にエホバに仕えている人たちもナジルのように，心，知力，力，自分の全てを尽くしています。（マル 12:30）エホバに献身する時，私たちも誓いを立てます。その誓いにはエホバが望むことを行うことや，エホバに仕えるために犠牲を払うことも含まれます。では，これからナジルの生き方について考えてみましょう。そうするなら，献身の誓いを果たすのに役立つ点を学ぶことができます。* （マタ 16:24）

喜んで犠牲を払う

 4. 民数記 6章3，4節によると，ナジルはどんな犠牲を払いましたか。


あなたの答え



4 民数記 6:3，4を読む。ナジルは，お酒やブドウを一切避ける必要がありました。干したブドウも生のブドウも食べてはいけませんでした。周りにいる人たちはそうした物を楽しみましたが，それは間違ったことではありませんでした。聖書にある通り，「心を喜びで満たすぶどう酒」は神からの贈り物です。（詩 104:14，15）でも，ナジルはそうした物を楽しむことを進んで犠牲にしました。*



[image: ナジルが食事の時にぶどう酒を勧められているが，断っている。]

ナジルのように進んで犠牲を払いますか。（4-6節を参照。）







 5. マディアンとマルセラはどんな犠牲を払いましたか。どうしてですか。


あなたの答え



5 ナジルと同じように，私たちもエホバに仕えるために犠牲を払っています。マディアンとマルセラの例を考えてみましょう。* この夫婦は快適な生活を楽しんでいました。マディアンは高収入で，2人はいいマンションに住んでいました。でもエホバのためにもっと多くのことを行いたいと思い，生活を見直すことにしました。2人はこう言っています。「まず出費を減らすことにしました。小さなアパートに引っ越して車を売り……ました」。マディアンとマルセラはそのような犠牲を払わなければいけなかったわけではありません。エホバのためにもっと多くのことを行いたかったのでそうすることを選びました。2人は，このような決定ができて本当に良かったと感じています。

 6. 現代のクリスチャンが犠牲を払っているのはどうしてですか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



6 現代のクリスチャンも喜んで犠牲を払い，エホバのために多くの時間を使っています。（コリ一 9:3-6）例えば，好きな仕事や快適な家やペットを飼うことを諦めた人もいます。多くの人は，しばらくの間独身でいたり子供を持たないことにしたりしています。家族や友達から離れて暮らすことになるとしても，伝道者がさらに必要な所で奉仕することにした人もいます。もちろん，こうしたことをしないとエホバに喜んでもらえないわけではありません。でも，エホバのためにできるだけたくさんのことをしたいと思って犠牲を払っています。それが大きなものであっても小さなものであっても，エホバは高く評価してくださいます。（ヘブ 6:10）

人と異なっていることを進んで受け入れる

 7. どんな場合に，ナジルの誓いを守ることは大変だったかもしれませんか。（民数記 6:5）（挿絵も参照。）


あなたの答え



7 民数記 6:5を読む。ナジルは髪を切らないことを誓いました。それは，エホバに全面的に従っていることを示すものでした。長い間ナジルとして生活している人は髪が伸びていたので，周りの人はその人がナジルであることにすぐに気付いたことでしょう。みんながナジルを尊敬し，誓いを守れるよう協力してくれるなら，人と違っていることはそれほど大変ではなかったかもしれません。でも，ナジルはイスラエルでいつも大切にされたわけではありませんでした。預言者アモスの時代，背教したイスラエル人たちは「ナジルにぶどう酒をしきりに勧め」ました。ぶどう酒を飲まないという誓いを破らせようとしたのかもしれません。（アモ 2:12）それで，ナジルが誓いをしっかりと守り，人と異なっているには勇気が必要だったことでしょう。



[image: 髪が伸びたナジルが，羊を連れて道を歩いている。近くにいるイスラエル人たちがナジルを見てばかにしている。]

ナジルは，ほかの人と異なっていることを進んで受け入れ，誓いをしっかり守った。（7節を参照。）







 8. ベンジャミン兄弟のどんなところが素晴らしいと思いますか。


あなたの答え



8 エホバの助けがあるなら，もともと内気な性格だとしても，勇気を持ってほかの人と違うことを行えます。ノルウェーに住む，10歳のベンジャミン兄弟の例を考えてみましょう。兄弟が通う学校では，戦争が続いているウクライナを応援するためにあるイベントが行われました。子供たちはウクライナ国旗の色の服を着て歌を歌うようにと言われました。兄弟はこのイベントに参加せずに，離れた所で見ていることにしました。でも先生はそのことに気付き，大声でこう言いました。「今すぐこっちに来てあなたもやりなさい。みんな待ってるのよ！」 兄弟は勇気を出して先生の所に行き，こう言いました。「ぼくは，どの国の味方にも敵にもなりたくありません。だから，政治に関係したイベントには参加しません。それにエホバの証人の中には，戦争に行かないことにしたので刑務所に入れられている人がたくさんいるんです」。兄弟の説明を聞いて，先生は分かってくれました。でも今度は，クラスメートたちからどうして参加しないのかと聞かれました。兄弟はとてもどきどきして泣きそうになりましたが，勇気を持ってクラスのみんなにも同じ説明をしました。後で兄弟は両親に，「エホバに喜ばれることができるようにエホバが助けてくれた」と言いました。

 9. どうする時，エホバは喜んでくださいますか。


あなたの答え



9 エホバに喜ばれることを行おうとすると，人と違うことをして目立つことになります。職場や学校で自分がエホバの証人であることを伝えるには勇気が要ります。周りの人たちの態度や行動がますます悪くなっていくので，聖書の教えに従う生き方をしたり良い知らせを他の人に伝えたりするのはさらに難しくなっていくかもしれません。（テモ二 1:8; 3:13）勇気を持って，エホバに仕えていない人たちとは異なる生き方や行動をする時，「[エホバ]の心を喜ばせ」ているということを忘れないようにしましょう。（格 27:11。マラ 3:18）

エホバのことをいつも一番にする

10. 民数記 6章6，7節に書かれている命令に従うことがナジルにとって簡単ではなかったのはどうしてですか。


あなたの答え



10 民数記 6:6，7を読む。ナジルは死んだ人に近づいてはいけませんでした。これはそれほど大きな犠牲ではなかったと思いますか。でも，家族や親族を亡くした時，この命令に従うのは本当に大変だったはずです。当時の埋葬の習慣の中には，遺体の近くで行うものもありました。（ヨハ 19:39，40。使徒 9:36-40）ナジルの誓いを立てていた人たちは，それを離れた所で見ていることしかできませんでした。家族みんなにとって本当に悲しい時でしたが，ナジルは強い信仰を示し，誓いをしっかり守りました。エホバはご自分に仕えるために喜んで犠牲を払うこうした人たちに力を与え，試練となる状況を乗り越えられるように助けたことでしょう。

11. 献身したクリスチャンは，家族の中でどのように行動しますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



11 クリスチャンである私たちも，エホバへの献身の誓いを真剣に受け止めています。この誓いは家族の中での行動にも影響します。私たちは聖書の教えに従って家族を大切にしますが，家族が願っていることよりもエホバが求めていることを優先します。（マタ 10:35-37。テモ一 5:8）それで，家族があまりいい顔をしないとしても，エホバに喜ばれることを行います。



[image: ]

どんなに大変な時にもエホバの望むことを一番にしますか。（11節を参照。）*







12. アレクサンドルは妻から反対された時，どんなことをしましたか。どんなことはしませんでしたか。


あなたの答え



12 アレクサンドルと妻のドリーナの例を考えてみましょう。2人は夫婦で聖書を学び始めましたが，1年後，ドリーナはレッスンをやめてしまいました。ドリーナは夫にもやめてほしいと思っていましたが，アレクサンドルは自分は続けるつもりであることを穏やかに話しました。ドリーナはそれが気に入らず，何としてでもやめさせようとしました。アレクサンドルは妻の気持ちを理解しようとしましたが，簡単ではありませんでした。妻からきつい態度でひどいことを言われ，レッスンをやめた方がいいのかもしれないと思うこともありました。それでも，いつもエホバのことを一番にし，妻にも愛情と敬意を込めて接しました。やがてドリーナは夫の立派な態度に心を動かされて聖書レッスンを再開し，バプテスマを受けました。（jw.orgの「真理は人の生き方を変化させる」のシリーズにある「アレクサンドル･バカーとドリーナ･バカー: 『愛は辛抱強く，親切です』」の動画を参照。）

13. エホバと家族にどのように愛を表せますか。


あなたの答え



13 家族の取り決めを作ったエホバは，私たちに家族と幸せに暮らしてほしいと思っています。（エフェ 3:14，15）本当に幸せになるためには，エホバに喜ばれることを行う必要があります。確かに，家族を大切にし，愛と敬意を込めて接しつつ，エホバに仕えるためには犠牲が伴います。そんな中でも頑張っている私たちのことをエホバは心から喜んでくださっています。（ロマ 12:10）

ナジルの手本に倣うよう励まし合う

14. 特にどんな人に温かい言葉を掛けたいと思いますか。


あなたの答え



14 エホバに仕える人たち全てにとって，愛の気持ちから喜んで犠牲を払うのは大切なことです。でも，そうするのを難しく感じることもあるかもしれません。それで，温かい言葉を掛けて，みんなで励まし合いましょう。（ヨブ 16:5）会衆の中に，エホバのためにもっと多くのことをしたいと思って生活をシンプルにしようとしている人がいますか。勇気が求められるとしても，学校でほかの子たちと違う行動を取っている若い人がいますか。聖書を学んでいる人や兄弟姉妹の中に，家族に反対されながらも信仰を貫こうと頑張っている人がいるでしょうか。このように，進んで犠牲を払い，勇気を示している仲間を心から褒めるようにしましょう。（フィレ 4，5，7）

15. 全時間奉仕をしている兄弟姉妹を支えるためにどんなことをしている人がいますか。


あなたの答え



15 全時間奉仕を行っている兄弟姉妹の生活を助けることもできるかもしれません。（格 19:17。ヘブ 13:16）スリランカに住む，年長のある姉妹はまさにそうしました。姉妹はもらえる年金が増えたので，経済的に大変な中でも開拓奉仕を頑張っている2人の若い姉妹の助けになりたいと思いました。それで，毎月決まった額のお金を渡して電話代として使ってもらえるようにしました。本当に素晴らしいお手本です。

16. ナジルに関する取り決めからどんなことが学べますか。


あなたの答え



16 この記事で，ナジルに倣える点を考えることができました。ナジルに関する取り決めから，エホバについても学ぶことができます。エホバは，私たちがエホバを心から喜ばせたいと思っていること，献身の誓いを果たすために進んで犠牲を払いたいと思っていることを知っています。そして，自由意志に基づいてエホバを愛していることを示せるようにしてくれています。（格 23:15，16。マル 10:28-30。ヨハ一 4:19）エホバに仕えるために私たちが払うどんな犠牲も，エホバは見ていてそれを大切に覚えていてくれます。では，これからも自分のベストを尽くしてエホバに仕えていきましょう。




どのように答えますか





	  ナジルは自分を犠牲にする態度や勇気をどのように示しましたか。


あなたの答え





	  ナジルの手本に倣うよう，どのように励まし合えますか。


あなたの答え





	  ナジルに関する取り決めから，エホバについてどんなことが分かりますか。


あなたの答え










124番の歌 揺るぎない愛



^  ナジルの中にはエホバから選ばれた人もいましたが，ほとんどは自分から進んで誓いを立てた人たちでした。（「エホバに任命されたナジル」の囲みを参照。）


^  これまでの出版物の中で，ナジルを全時間奉仕者に当てはめて考えることがありました。この記事では，エホバに仕える全ての人がナジルの姿勢にどのように倣えるかを考えます。


^  ナジルの誓いを立てたからといって，何か特定の仕事が割り当てられることはなかったようです。


^  jw.orgの「エホバの証人の経験談」の中にある「生活をシンプルにしました」という記事を参照。




^  写真や挿絵: ナジルが屋上から，愛する家族の葬式の行列を見ている。ナジルの誓いを守るために，この行列に加わることができなかった。






^ （民 6:8） ナジルである間はずっと，エホバにとって聖なる人である。



^  （詩 104:33， 34） 私は生涯にわたりエホバに向かって歌う。 生きている限り私の神を賛美して歌う*。 34 私の考えが神に喜ばれ*ますように。 私はエホバのことで喜ぼう。

または，「のために音楽を奏でる」。
もしかすると，「神についての私の黙想が快いものとなり」。


^ （民 6:1， 2） エホバはモーセにさらにこう話した。 2 「イスラエル人に告げなさい。『男性でも女性でも，特別な誓約をしてエホバとの関係でナジル*として生活する場合，

ヘブライ語，ナージール。「選び出された者」，「献じられた者」，「分けられた者」という意味。用語集参照。


^  （民 6:1， 2） エホバはモーセにさらにこう話した。 2 「イスラエル人に告げなさい。『男性でも女性でも，特別な誓約をしてエホバとの関係でナジル*として生活する場合，

ヘブライ語，ナージール。「選び出された者」，「献じられた者」，「分けられた者」という意味。用語集参照。


^  （申 6:5） あなたは，心を尽くし，力*を尽くし，自分の全て*を尽くして，あなたの神エホバを愛さなければなりません。

または，「活力」，「資力」。
ヘブライ語，ネフェシュ。用語集参照。


^  （申 16:17） 各自が持ってくる供え物は，エホバ神が与えてくださった祝福に応じたものであるべきです。



^ （裁 13:2-5） その頃，ツォルアの人で，ダン族のマノアという男性がいた。妻は子供ができなかった。 3 やがてエホバの天使がその女性の前に現れてこう言った。「あなたは子供ができませんでしたが，妊娠して男の子を産みます。 4 それで注意してぶどう酒などの酒を飲まないようにし，汚れたものを食べないようにしなさい。 5 あなたは妊娠して男の子を産みます。その子の頭にかみそりを当ててはなりません。生まれた時から神のナジル*となるからです。彼は先頭に立ってイスラエルをフィリスティア人から救います」。

用語集参照。


^ （裁 13:24， 25） その後，マノアの妻は男の子を産み，サムソンと名付けた。男の子は成長し，エホバはその子を祝福し続けた。 25 やがて，ツォルアとエシュタオルの間のマハネ･ダンで，エホバの聖なる力がサムソンに働くようになった。



^ （サム一 1:10， 11） ハンナは非常に苦しんでいて，エホバに祈って激しく泣きだした。 11 そしてこう誓約した。「大軍を率いるエホバ，もしあなたが私の苦悩をご覧になり，私のことを思い出してお忘れにならず，男の子を授けてくださるなら，私はその子をエホバにお捧げし，一生涯，仕えさせます。その子の頭には決してかみそりを当てません」。



^ （サム一 1:20） 1年もしないうちに*，ハンナは妊娠して男の子を産み，サムエル*と名付けた。彼女が言うには，「エホバにこの子を願い求めていた」からである。

もしかすると，「やがて」。
意味，「神の名」。


^ （サム一 1:27， 28） この子のことを私は祈り，エホバは願いをかなえてくださいました。 28 それで私はこの子をエホバにお渡し*します。この子は一生涯，エホバのものです」。 すると彼*はそこでエホバにひれ伏した。

直訳，「お貸し」。
エルカナのことと考えられる。


^ （ルカ 1:13-15） しかし天使は言った。「ゼカリヤ，恐れることはありません。あなたの祈願は聞き入れられたからです。妻のエリサベツは男の子を産みます。その子をヨハネと名付けなさい。 14 あなたは喜びと大きな幸せを感じ，多くの人がその誕生を喜びます。 15 その子はエホバの前で偉大な人となるからです。彼はぶどう酒などの酒を一切飲んではなりません。その子は生まれる前でさえ*聖なる力に満たされます。

または，「まさに母の胎内にいる時から」。


^ （民 6:2-7） 「イスラエル人に告げなさい。『男性でも女性でも，特別な誓約をしてエホバとの関係でナジル*として生活する場合， 3 ぶどう酒などの酒を避けるべきである。ぶどう酒などの酒からできた酢を飲んでもならない。ブドウから作ったどんな飲み物も飲んではならず，生でも干した物でもブドウを食べてはならない。 4 ナジルである間はずっと，熟していない実も皮も，ブドウのつるにできる物は一切食べてはならない。 5 ナジルの誓約が続いている間はずっと，頭にかみそりを当ててはならない。エホバのために取り分けられている期間が終わるまで，髪の毛を伸ばしておくことによって聖なる人であるべきである。 6 エホバのために分けられている間はずっと，死んだ人*に近づいて*はならない。 7 父，母，兄弟，姉妹が死んだとしても，自分を汚してはならない。神との関係でナジルであることを示す髪が頭にあるからである。

ヘブライ語，ナージール。「選び出された者」，「献じられた者」，「分けられた者」という意味。用語集参照。
ヘブライ語，ネフェシュ。用語集参照。
または，「の近くに行って」。


^  （ガラ 6:2） 仲間同士，重荷を負い合いましょう。そうすればキリストの律法を実践していることになります。



^  （ロマ 10:4） キリストは律法の終着点であり，信仰を抱く人は皆，正しいと見なされるのです。



^  （マル 12:30） あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。



^  （マタ 16:24） それからイエスは弟子たちに言った。「誰でも私に付いてきたいと思うなら，自分を捨て，苦しみの杭を持ち上げ，絶えず私の後に従いなさい。



^ （民 6:3， 4） ぶどう酒などの酒を避けるべきである。ぶどう酒などの酒からできた酢を飲んでもならない。ブドウから作ったどんな飲み物も飲んではならず，生でも干した物でもブドウを食べてはならない。 4 ナジルである間はずっと，熟していない実も皮も，ブドウのつるにできる物は一切食べてはならない。



^  （民 6:3， 4） ぶどう酒などの酒を避けるべきである。ぶどう酒などの酒からできた酢を飲んでもならない。ブドウから作ったどんな飲み物も飲んではならず，生でも干した物でもブドウを食べてはならない。 4 ナジルである間はずっと，熟していない実も皮も，ブドウのつるにできる物は一切食べてはならない。



^  （詩 104:14， 15） 神は，家畜のために草を， 人のために草木を生えさせ， 土地が食物を生み出すようにする。 15 心を喜びで満たすぶどう酒を， 顔を輝かせる油を， 死にゆく人間を元気づけるパンを。



^  （コリ一 9:3-6） 私を調べる人たちに，私は次のように弁明します。 4 私たちには飲食する権利*があります。そうではないでしょうか。 5 私たちには，ほかの使徒や主の弟たちやケファ*と同じように，クリスチャンの妻を*伴う権利があります。そうではないでしょうか。 6 バルナバと私だけ，生活のための仕事をやめる権利がないのですか。

直訳，「権威」。
ペテロとも呼ばれる。
または，「姉妹を妻として」。


^  （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。



^ （民 6:5） ナジルの誓約が続いている間はずっと，頭にかみそりを当ててはならない。エホバのために取り分けられている期間が終わるまで，髪の毛を伸ばしておくことによって聖なる人であるべきである。



^  （民 6:5） ナジルの誓約が続いている間はずっと，頭にかみそりを当ててはならない。エホバのために取り分けられている期間が終わるまで，髪の毛を伸ばしておくことによって聖なる人であるべきである。



^  （アモ 2:12） 『それなのに，あなたたちはナジルにぶどう酒をしきりに勧め， 「預言してはならない」と預言者に命じた。



^  （テモ二 1:8） ですから，私たちの主について語る*ことも，主のために捕らわれている私のことも，恥じてはなりません。あなたも神の力に頼り，良い知らせのために苦しみに耐えなさい。

または，「証言する」。


^  （テモ二 3:13） 邪悪な人々や詐欺師たちは，惑わしたり惑わされたりしながら，ますます悪くなっていきます。



^  （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^  （マラ 3:18） あなたたちは再び，正しい人と悪い人，神に仕える人と仕えない人の違いを目にすることになる」。



^ （民 6:6， 7） エホバのために分けられている間はずっと，死んだ人*に近づいて*はならない。 7 父，母，兄弟，姉妹が死んだとしても，自分を汚してはならない。神との関係でナジルであることを示す髪が頭にあるからである。

ヘブライ語，ネフェシュ。用語集参照。
または，「の近くに行って」。


^  （民 6:6， 7） エホバのために分けられている間はずっと，死んだ人*に近づいて*はならない。 7 父，母，兄弟，姉妹が死んだとしても，自分を汚してはならない。神との関係でナジルであることを示す髪が頭にあるからである。

ヘブライ語，ネフェシュ。用語集参照。
または，「の近くに行って」。


^  （ヨハ 19:39， 40） 以前，夜にイエスの所に来たニコデモも，没薬と沈香を混ぜ合わせたものを30キロほど持ってやって来た。 40 こうして彼らはイエスの体を受け取り，葬る際のユダヤ人の習慣通り，香料と一緒に亜麻布に包んだ。



^  （使徒 9:36-40） ヨッパにタビタという弟子がいた。この名前はギリシャ語に訳すとドルカスである。タビタはたくさんの善行と憐れみの施しをする女性だった。 37 しかしその頃病気になって死んでしまったため，弟子たちは遺体を洗い，階上の部屋に横たえた。 38 弟子たちはペテロがルダにいると聞き，その町はヨッパに近かったので，2人の人を遣わして，「どうかすぐに来てください」と頼んだ。 39 ペテロは立って一緒に行き，到着すると，階上の部屋に案内された。やもめたちが皆出てきて，ドルカスが作った外衣などのたくさんの服を泣きながら見せた。 40 ペテロは皆を外に出し，ひざまずいて祈ってから，遺体の方に向いて，「タビタ，起きなさい！」と言った。タビタは目を開け，ペテロを見ると，体を起こした。



^  （マタ 10:35-37） 分裂を生じさせるために来たのです。息子が父に，娘が母に，嫁がしゅうとめに逆らいます。 36 自分の家の人たちが敵になるのです。 37 私より父親や母親に愛情を抱く人は私の弟子としてふさわしくありません。私より息子や娘に愛情を抱く人は私の弟子としてふさわしくありません。



^  （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^  （エフェ 3:14， 15） このような訳で，私は父に向かってひざまずきます。 15 その方によって，天と地の全ての家族*が存在するようになりました*。

または，「氏族」。
または，「名前を与えられました」。


^  （ロマ 12:10） 兄弟愛を抱いて，優しい愛情を示し合いましょう。自分の方から進んで人を敬ってください。



^  （ヨブ 16:5） しかし私はそうしない。言葉を掛けて元気づけ， 慰めの言葉を語って安心させる。



^  （フィレ 4， 5） 私は，あなたについて祈る時，いつも神に感謝しています。 5 あなたが信仰を持ち，主イエスと聖なる人たち全てを愛していることを聞いているからです。



^  （フィレ 7） あなたの愛について聞き，私はとてもうれしくなり，慰められました。兄弟，あなたのおかげで，聖なる人たちの心が爽やかにされた*からです。

または，「優しい愛情が深まった」。


^  （格 19:17） 立場が低い人に親切にする人はエホバに貸しており， 神はその行いに報いて*くださる。

または，「返して」。


^  （ヘブ 13:16） さらに，善を行うことや，持っている物を分け合うことを忘れてはなりません。神はそのような犠牲をとても喜んでくださいます。



^  （格 23:15， 16） わが子よ，あなたの心が賢くなったら， 私は心から喜ぶ。 16 あなたの唇が正しいことを語るとき， 私は心の奥底*から歓喜する。

直訳，「腎臓」。


^  （マル 10:28-30） ペテロがイエスに言いだした。「見てください！ 私たちは全てのものに別れを告げて，あなたに従ってきました」。 29 イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。


^  （ヨハ一 4:19） 私たちが愛するのは，神がまず愛してくださったからです。









研究記事8




123番の歌 神の秩序にいつでも従う



エホバの導きにこれからも従っていきましょう



「私エホバは，……あなたを導[く]」。イザヤ 48:17




ポイント

エホバがご自分に仕える人たちをどのように導いているか，また，エホバの指示に従うならどんな良い結果になるかを考えます。




 1. 私たちがエホバに導いてもらう必要があるのはどうしてですか。


あなたの答え



森の中で道に迷ったところを想像してみてください。いろいろな危険が潜んでいます。野生動物や，毒を持った虫や植物，岩場などです。でもそんな時，危険な場所はどこか，どうすればそれを避けられるかを教えてくれるガイドが一緒にいてくれるなら，どれほど安心できるでしょう。私たちが生活しているこの世界は，まさに危険な森のようです。信仰を失わせるものであふれています。でも，私たちにはエホバという完璧なガイドがいます。エホバは私たちが危険を避け，新しい世界で永遠に暮らすというゴールに到達できるように導いてくださいます。

 2. エホバはどのように私たちを導いてくれますか。


あなたの答え



2 エホバはどのように私たちを導いてくれるのでしょうか。まず第一に，聖書があります。でもそれだけでなく，人間を通して私たちを導いてくれます。「忠実で思慮深い奴隷」は，私たちが賢い決定をすることができるように「食物」を与えてくれます。（マタ 24:45）また，巡回監督や長老などの任命された兄弟たちは，私たちがこの難しい時代を生き抜くために必要な指示や励ましを与えてくれます。終わりが近いこの時期に，エホバは信頼できる兄弟たちを通して私たちを導いてくださっているのです。そのおかげで，私たちはエホバの愛を感じながら，今もこれからも幸せな毎日を送ることができます。

 3. この記事ではどんな点を学びますか。


あなたの答え



3 そうはいっても，エホバの指示に従うのを難しく感じることがあるかもしれません。不完全な人間を通して指示が与えられる場合は特にそうです。内容が気に入らなかったり，エホバがこんな現実離れした指示をするはずがないと思ったりするのかもしれません。そういう場合には，私たちを導いているのはエホバであることや，エホバの指示に従うなら必ず良い結果になることを心から確信する必要があります。それでこの記事では，（1）エホバが聖書時代にご自分の民をどのように導いたか，（2）今，私たちをどのように導いているか，（3）エホバの指示に従うならどんな良い結果になるかを考えます。



[image: 1. ヨシュアがモーセの話を敬意を込めて聞いている。2. 預言者イザヤが巻物を見ながら話しているのを，ヒゼキヤ王が注意深く聞いている。3. エルサレムの使徒と長老たちが集まって話し合っている。4. 現在の統治体が会合を開いている。]

昔も今も，エホバはご自分に仕える人たちを人間を通して導いている。（3節を参照。）







エホバはイスラエル人をどのように導いたか

4-5. エホバは，モーセを通してイスラエル人を導いているということを明らかにするために，どんなことをしましたか。（挿絵を参照。）


あなたの答え



4 エホバは，イスラエル人をエジプトから連れ出すという任務をモーセに与えました。そして，エホバがモーセを通して導いているということをイスラエル人がはっきり分かるようにしました。昼は雲の柱で，夜は火の柱で誘導しました。（出 13:21）モーセがその柱に付いていくと，紅海にたどり着きました。でも，後ろからはエジプト軍が追い掛けてきていました。それで，イスラエル人は逃げ場を失ったと思い，パニックに陥りました。人々は，モーセが間違ったせいで紅海まで連れてこられたと思いました。でも間違いではありませんでした。モーセを通して人々を導いていたのはエホバだったからです。（出 14:2）その後，エホバはびっくりするような方法で人々を救い出しました。（出 14:26-28）



[image: 荒野でのイスラエル人の様子。大勢の男性，女性，子供たちが雲の柱の後に付いて歩いている。]

モーセは荒野で神の民を導く時，雲の柱に従った。（4-5節を参照。）









5 その後の40年間も，エホバは荒野にいる人々を雲の柱によって導きました。モーセはその導きに従い続けました。* 雲の柱はモーセの天幕にとどまることがあり，イスラエル人は皆それを見ることができました。（出 33:7，9，10）エホバは雲の柱を通してモーセに語り掛け，モーセはその指示を人々に伝えました。（詩 99:7）イスラエル人は，エホバがモーセを通して導いているということがはっきり分かったはずです。



[image: ヨシュアがモーセの話を敬意を込めて聞いている。]

モーセと後継者のヨシュア（5，7節を参照。）







 6. イスラエル人はどんな反応を示しましたか。（民数記 14:2，10，11）


あなたの答え



6 エホバがモーセを通して導いているはっきりとした証拠があったにもかかわらず，イスラエル人の多くはそれを退けました。（民数記 14:2，10，11を読む。）そして，エホバから与えられたモーセの役割を認めようとせず，何度も反抗しました。その結果，イスラエル人のこの世代が約束の地に入ることはできませんでした。（民 14:30）

 7. エホバの導きに従ったどんな人たちがいますか。（民数記 14:24）（挿絵も参照。）


あなたの答え



7 しかし，エホバの導きに従った人たちもいました。エホバはこう言いました。「カレブは……心から私の後に従ってきた」。（民数記 14:24を読む。）神はカレブに報いを与え，カナン地方で好きな土地を選べるようにしました。（ヨシュ 14:12-14）約束の地に入れなかったイスラエル人の子孫も，エホバの導きに従いました。ヨシュアがモーセの後を継いでイスラエル人の指導者として任命された後，人々は「ヨシュアにもその一生の間，深い敬意を示し」ました。（ヨシュ 4:14）そのため，エホバはそれらの人々が約束の地に住めるようにしました。（ヨシュ 21:43，44）

 8. 王たちの時代に，エホバはご自分の民をどのように導きましたか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



8 その後の時代，エホバはご自分の民を導くために裁き人を任命し，王たちの時代には預言者たちを遣わしました。良い王たちは預言者たちのアドバイスに従いました。例えば，ダビデは預言者ナタンに正された時，自分の間違いを認めて矯正を受け入れました。（サム二 12:7，13。代一 17:3，4）エホシャファトは，預言者ヤハジエルのアドバイスに従い，「神の預言者たちを信じ」るように民に勧めました。（代二 20:14，15，20）ヒゼキヤは危険が迫っていた時，預言者イザヤに助けを求めました。（イザ 37:1-6）王たちがエホバの指示に従った時，エホバは王たちを助け，民を守りました。（代二 20:29，30; 32:22）エホバが預言者たちを通してご自分の民を導いているということは，誰の目にも明らかでした。でも，王と民のほとんどはエホバの預言者たちに従いませんでした。（エレ 35:12-15）



[image: 預言者イザヤが巻物を見ながら話しているのを，ヒゼキヤ王が注意深く聞いている。]

ヒゼキヤ王と預言者イザヤ（8節を参照。）







エホバは1世紀のクリスチャンをどのように導いたか

 9. エホバはどのようにして1世紀のクリスチャンを導きましたか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



9 1世紀に，エホバは会衆が設立されるようにしました。どのようにして当時のクリスチャンを導いたのでしょうか。イエスを会衆の頭に任命しました。（エフェ 5:23）でもイエスは，クリスチャン一人一人に直接指示を与えたわけではありません。エルサレムにいる使徒や長老たちを通して指示を与えました。（使徒 15:1，2）そして，各会衆を導くために長老たちを任命しました。（テサ一 5:12。テト 1:5）



[image: エルサレムの使徒と長老たちが集まって話し合っている。]

エルサレムの使徒と長老たち（9節を参照。）







10. （ア）1世紀のクリスチャンの多くは，与えられた指示に対してどのように反応しましたか。（使徒 15:30，31）（イ）聖書時代のある人たちが，エホバから責任を委ねられている人たちを退けたのはどうしてですか。（「はっきりとした証拠があっても認められなかったのはどうしてか」という囲みを参照。）


あなたの答え



10 1世紀のクリスチャンは，与えられた指示に対してどのように反応したでしょうか。多くの人は喜んで従いました。「人々は……励ましの言葉を喜んだ」と記録されています。（使徒 15:30，31を読む。）では，エホバは現代の私たちをどのように導いているでしょうか。

はっきりとした証拠があっても認められなかったのはどうしてか


エホバがご自分に仕える人たちを人間を通して導いている，というはっきりとした証拠を受け入れられない人たちもいました。どうしてでしょうか。多くの場合，誇りの気持ちが原因でした。（ヨハ 3:19。ペテ二 3:3，4。ユダ 18）例えば，一部のイスラエル人は，偉く見られたいという気持ちが強かったので，モーセがエホバに選ばれた指導者であることを認めようとしませんでした。（民 16:1-3）同じような理由で，1世紀の多くの人たちも，奇跡を行ったイエスのことを退けました。（ヨハ 12:37，43）一方，真理を心から愛する謙虚な人たちは，エホバがご自分に仕える人たちを人間を通して導いているということを認めてきました。（マタ 16:16，17）そのように指示に従うなら，必ず良い結果になります。





エホバは現代の私たちをどのように導いているか

11. 現代も，エホバはご自分に仕える人をどのように導いていますか。


あなたの答え



11 エホバはご自分に仕える人を，聖書と会衆の頭であるイエスによって今も導いておられます。人間を通しても導いているでしょうか。その通りです。例えば，1800年代後半の出来事について考えてみましょう。チャールズ･テイズ･ラッセルと仲間たちは，1914年が神の王国の設立に関する重要な年になると考えるようになりました。（ダニ 4:25，26）そのような結論に至ったのは，聖書に書かれている預言を注意深く調べたからです。エホバはそうした兄弟たちを確かに導いていました。1914年に起きた世界の出来事は，神の王国が統治を始めたことを示しています。第1次世界大戦が起こり，流行病，地震，食糧不足があちらこちらで見られました。（ルカ 21:10，11）エホバはこれらの誠実な兄弟たちを通して，ご自分に仕える人たちを助けていたのです。

12-13. 伝道し，教える活動を推し進めるために，第2次世界大戦中にどんな進展がありましたか。


あなたの答え



12 第2次世界大戦中はどうだったでしょうか。世界本部の責任ある兄弟たちは啓示 17章8節を注意深く研究した結果，この戦争がハルマゲドンまでずっと続くわけではないということを理解しました。そして，戦争の後さらに多くの人に伝道することのできる平和な時期が来る，ということも知りました。それで，あまり現実的ではないように思えた時期に，兄弟たちはものみの塔ギレアデ聖書大学を設立しました。* それは，世界中で伝道し，人々を教えることができるように，宣教者たちを訓練するための学校でした。戦争中も宣教者たちは各地に派遣されました。さらに，全ての伝道者がより上手に伝道し，教えることができるようになるために，各会衆で神権宣教課程も始まりました。* このように，エホバに仕える人たちがさらに伝道活動を推し進めることができるように，訓練が行われていきました。

13 振り返ってみると，この大変な時期にエホバがご自分に仕える人たちを導いていたことは明らかです。第2次世界大戦以降，エホバの証人は平和な時期を活用して多くの国や地域で良い知らせを自由に伝えています。その結果，たくさんの人がエホバを知るようになっています。

14. エホバの組織や長老たちの指示を信頼できるのはどうしてですか。（啓示 2:1）（写真も参照。）


あなたの答え



14 現在，統治体はキリストに導きを求め続けています。いつでもエホバとキリストの見方を反映した指示を兄弟姉妹に与えたいと思っています。そして，巡回監督や長老たちを通して会衆に指示を与えています。* 聖書によると，長老たちはキリストの「右手」の中にあります。（啓示 2:1を読む。）もちろん，長老たちはみんな完璧ではなく失敗もします。モーセやヨシュア，そして使徒たちも失敗することがありました。（民 20:12。ヨシュ 9:14，15。ロマ 3:23）でもイエスは，忠実な奴隷や長老たちを注意深く導き，「体制の終結までいつの日も」そうしてくださいます。（マタ 28:20）それで私たちは，教え導く責任を与えられている兄弟たちを心から信頼することができます。



[image: 現在の統治体が会合を開いている。]

現在の統治体（14節を参照。）







エホバの指示にいつも従うなら良い結果になる

15-16. エホバのアドバイスに従った人たちの経験から，どんなことを学べますか。


あなたの答え



15 エホバの指示にいつも従うなら，大きな喜びを味わえます。アンディー兄弟とロビン姉妹は，生活をシンプルにするようにというアドバイスに従いました。（マタイ 6:22の注釈を参照。）その結果，建設奉仕に参加できました。ロビン姉妹はこう言います。「キッチンもない，狭い所で暮らしたこともあります。写真を撮るのが大好きだったのでいろいろな機材を持っていたんですが，それも売りました。寂しくて涙が込み上げてきました。でもアブラハムの妻サラのように，手放したものではなく，エホバのためにできることに目を向けようと思いました」。（ヘブ 11:15）どんな良い結果になったでしょうか。姉妹はこう言います。「自分の全てを尽くしてエホバにお仕えできているので，とても幸せです。エホバから割り当てられた奉仕を行うと，『新しい世界の生活ってこんな感じなのかな』と楽しみになります」。アンディー兄弟も同じ気持ちです。「王国のために自分の時間やエネルギーを使うことができているので，とても充実しています」と言っています。

16 エホバの指示に従い続けるなら，ほかにもどんな良いことがあるでしょうか。マーシア姉妹は高校を卒業した後，エホバへの奉仕を第一にするように，という励ましに従いたいと思いました。（マタ 6:33。ロマ 12:11）姉妹はこう言っています。「大学の奨学金を4年間もらえるという話がありました。でも，エホバのためにベストを尽くしたいと思いました。それで，奨学金の話は断り，商業について学べる専門学校へ行くことにしました。その方が開拓奉仕をやっていくのに役立つと思ったからです。この決定ができて本当に良かったです。今，開拓奉仕をしています。予定を調整しやすい仕事に就くことができたので，ベテルでコミューターとしても奉仕しています。ほかにもいろいろな奉仕を楽しんでいます」。

17. エホバの導きに従うなら，ほかにもどんな良いことがありますか。（イザヤ 48:17，18）


あなたの答え



17 時々，私たちを守るために助言が与えられることがあります。例えば，エホバのおきてを破りかねないことをしたりお金を愛したりしないように，という助言です。こういう場合も，エホバの導きに従うなら必ず私たちのためになります。やましい気持ちや不必要なストレスを抱えずに済みます。（テモ一 6:9，10）その結果，心を込めてエホバを崇拝することができるので，深い喜びや穏やかな気持ち，満足感を味わえます。（イザヤ 48:17，18を読む。）

18. エホバの導きに従い続けることが大切なのはどうしてですか。


あなたの答え



18 エホバは，大患難とその後に続く千年統治の間も，人間を通して私たちを導いてくださることでしょう。（詩 45:16）与えられる指示が自分の望むこととは違う場合でも，あなたは従い続けますか。今エホバが与えてくださっている導きに従っているなら，将来もそうしやすくなることでしょう。ですから，どんなときもエホバの導きに従いましょう。私たちを見守るよう任命されている人たちの指示に従うことも大切です。（イザ 32:1，2。ヘブ 13:17）そうするなら，最高のガイドであるエホバは，私たちが信仰を失うことなく，新しい世界での永遠の命というゴールにたどり着けるよう導いてくださいます。




どのように答えますか



	  エホバはイスラエル人をどのように導きましたか。


あなたの答え





	  エホバは1世紀のクリスチャンをどのように導きましたか。


あなたの答え





	  エホバの指示やアドバイスに従うことが私たちのためになるといえるのはどうしてですか。


あなたの答え












48番の歌 毎日エホバと共に歩む



^  エホバはご自分の民を約束の地へ導くために，1人の天使が「イスラエル人の前を進」むようにしました。この天使はミカエル，つまり人間になる前のイエスでした。（出 14:19; 32:34）


^  これは後に，ものみの塔ギレアデ聖書学校と呼ばれるようになりました。


^  これは後に，神権宣教学校と呼ばれるようになりました。現在も週日の集会でトレーニングが行われています。


^  「ものみの塔」2021年2月号18ページの「統治体の役割」の囲みを参照。






^ （イザ 48:17） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。

直訳，「買い戻す」。


^  （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。



^  （出 13:21） エホバは民の前を進んだ。昼は雲の柱で道案内し，夜は火の柱で照らし，民が昼も夜も進めるようにした。



^  （出 14:2） 「イスラエル人に告げなさい。引き返して，ミグドルと海の間，ピハヒロトの手前に宿営を張るように，と。バアル･ツェフォンが見える所，海辺に宿営を張る。



^  （出 14:26-28） エホバはモーセに言った。「海の上に手を伸ばしなさい。水はエジプト人の上，戦車と騎兵たちの上に戻る」。 27 モーセがすぐ海の上に手を伸ばすと，夜が明ける前に海はいつもの状態に戻った。エジプト人は逃げようとしたが，エホバはエジプト人を海の中に払い落とした。 28 戻っていく水が，民を追って海に入ったファラオの全軍，戦車と騎兵たちに覆いかぶさった。誰一人生き残らなかった。



^  （出 33:7） モーセは宿営の外，宿営から離れた所に自分の天幕を張り直し，それを会見の天幕と呼んだ。エホバに何かを尋ねる人は皆，宿営の外にあるその会見の天幕に行くのだった。



^  （出 33:9， 10） モーセが天幕に入ると，雲の柱が下ってきて，神がモーセと話す間，天幕の入り口にとどまった。 10 民は皆，雲の柱がその天幕の入り口にとどまっているのを見て，それぞれ自分の天幕の入り口でひれ伏した。



^  （詩 99:7） 神は雲の柱の中から語り掛けた。 彼らは神から与えられた教訓*と規定を守った。

または，「思い出させるもの」。


^ （民 14:2） イスラエル人は皆モーセとアロンに対して不満を口にし始め，民全体がこう言った。「私たちはエジプトで死んでいればよかった。あるいは，この荒野で死んでいればよかった。



^ （民 14:10， 11） しかし民は皆，2人を石打ちにすることについて話した。すると，エホバの栄光がイスラエルの民全てに，会見の天幕の上に現れた。 11 エホバはモーセに言った。「この民はいつまで私に不敬な振る舞いをするのか。私が彼らの間で行った全ての奇跡*を見ながら，いつまで私に信仰を持たないのか。

直訳，「しるし」。


^  （民 14:2） イスラエル人は皆モーセとアロンに対して不満を口にし始め，民全体がこう言った。「私たちはエジプトで死んでいればよかった。あるいは，この荒野で死んでいればよかった。



^  （民 14:10， 11） しかし民は皆，2人を石打ちにすることについて話した。すると，エホバの栄光がイスラエルの民全てに，会見の天幕の上に現れた。 11 エホバはモーセに言った。「この民はいつまで私に不敬な振る舞いをするのか。私が彼らの間で行った全ての奇跡*を見ながら，いつまで私に信仰を持たないのか。

直訳，「しるし」。


^  （民 14:30） あなたたちは私が住まわせると誓った土地に入ることはない。ただし，エフネの子カレブとヌンの子ヨシュアは別である。



^ （民 14:24） ただし，私に仕えるカレブは，異なる精神を持っており，心から私の後に従ってきたので，私は，彼が行った土地に必ず彼を連れていく。彼の子孫はそこを所有する。



^  （民 14:24） ただし，私に仕えるカレブは，異なる精神を持っており，心から私の後に従ってきたので，私は，彼が行った土地に必ず彼を連れていく。彼の子孫はそこを所有する。



^  （ヨシュ 14:12-14） ですから，エホバがその日に約束してくださったこの山地を私に与えてください。その日にあなたも聞いたように，そこにはアナク人がいて，防備された大きな町がありますが，エホバはきっと私と共にいてくださいます。エホバの約束通り，私は彼らを追い払います」。 13 ヨシュアはエフネの子カレブのために祝福を願い求め，ヘブロンを与えた。 14 こうしてヘブロンはケナズ人エフネの子カレブの所有地となって今に至っている。カレブがイスラエルの神エホバに心から従ったからである。



^  （ヨシュ 4:14） その日エホバはイスラエル全体の前でヨシュアを重んじた。民はモーセに深い敬意を示した*ように，ヨシュアにもその一生の間，深い敬意を示した。

直訳，「を恐れた」。


^  （ヨシュ 21:43， 44） エホバは，父祖たちに与えると誓った全ての土地をイスラエルに与え，彼らはそれを取得して住むようになった。 44 エホバはさらに，父祖たちに誓った通りに彼らが全ての場所で安心して住めるようにし，敵は誰一人，彼らに立ち向かえなかった。エホバは全ての敵を彼らの手に渡した。



^  （サム二 12:7） そこでナタンはダビデに言った。「その人はあなたのことです！ イスラエルの神エホバはこう言っています。『私はあなたを選んで*イスラエルの王とし，あなたをサウルから助け出した。

直訳，「に油を注いで」。用語集の「油を注ぐ」参照。


^  （サム二 12:13） ダビデはナタンに言った。「私はエホバに対して罪を犯しました」。ナタンはダビデに言った。「エホバはあなたの罪をお許しになります。あなたは死ぬことはありません。



^  （代一 17:3， 4） その夜，神はナタンに言った。 4 「私に仕えるダビデにこう言いに行きなさい。『エホバはこう言っている。「私が住む家を建てるのはあなたではない。



^  （代二 20:14， 15） 会衆の中で，ヤハジエルがエホバの聖なる力を受けた。彼は，アサフの子孫であるレビ族マタヌヤの子エイエルの子ベナヤの子ゼカリヤの子である。 15 彼は言った。「ユダの全ての人，エルサレムの住民，エホシャファト王よ，よく聞いてください。エホバは皆さんにこう言っています。『この大軍のことで恐れたりおびえたりしてはならない。これはあなたたちの戦いではなく神の戦いである。



^  （代二 20:20） 翌朝，彼らは早く起きて，テコアの荒野に出ていった。彼らが出ていく時，エホシャファトは立ち上がって言った。「ユダとエルサレムの住民たち，聞きなさい。エホバ神を信じなさい。そうすれば動じないでいられ*ます。神の預言者たちを信じなさい。そうすれば全てうまくいきます」。

または，「耐えられ」，「生き延びられ」。


^  （イザ 37:1-6） それを聞いたヒゼキヤ王は衣服を引き裂き，粗布を身に着け，エホバの家に入った。 2 それから，家*の人たちのまとめ役エリヤキム，秘書官シェブナ，祭司の長老たちに粗布を身に着けさせ，アモツの子である預言者イザヤの所に遣わした。 3 彼らはイザヤに言った。「ヒゼキヤはこう言っています。『今日は苦難と叱責*と屈辱の日です。子供が生まれそうなのに産む力がないのです。 4 エホバ神がラブシャケの言葉を聞き流すことはないでしょう。彼は，生きている神をあざけるよう，主人であるアッシリアの王から遣わされました。エホバ神は，聞いた事柄について彼に責任を問われます。それで，生き残っている人たちのために祈ってください』」。 5 イザヤの所にやって来たヒゼキヤ王の家来たちに， 6 イザヤは言った。「皆さんの主人にこう言いなさい。『エホバはこう言っています。「あなたが聞いた言葉，アッシリアの王の従者たちが語った私への冒瀆の言葉のことで恐れてはならない。

または，「宮殿」。
または，「侮辱」。


^  （代二 20:29， 30） 周辺のどの王国も，エホバがイスラエルの敵と戦ったことを聞き，神からの恐怖に包まれた。 30 そのため，エホシャファトの王国には騒乱がなく，神は引き続き周囲の敵からエホシャファトを守って安心させた。



^  （代二 32:22） こうしてエホバは，アッシリアのセナケリブ王とほかの全ての者の手からヒゼキヤとエルサレムの住民を救い，周囲の敵から守って安心させた。



^  （エレ 35:12-15） すると，エホバがエレミヤに語り掛けてこう言った。 13 「イスラエルの神，大軍を率いるエホバはこう言う。『行って，ユダの人たちとエルサレムの住民に告げなさい。エホバはこう宣言する。「あなたたちは，私の言葉に従うようにと何度も忠告されたのではないか。 14 レカブの子エホナダブは，ぶどう酒を飲まないようにと子孫に命じ，彼らはその言葉を守った。今までずっとぶどう酒を飲まず，父祖の命令に従ってきた。ところがあなたたちは，私が繰り返し*語り掛けたにもかかわらず，私に従わなかった。 15 私は，私に仕える預言者全てをあなたたちのもとに遣わし続けた。繰り返し*遣わしてこう言った。『どうか，一人一人が悪い生き方をやめ，正しいことを行ってほしい。ほかの神々に従って歩んだり，仕えたりしてはならない。そうすれば，私があなたたちと父祖たちに与えた土地に住み続けることになる』。しかし，あなたたちは私の言うことに耳を傾けず，聞かなかった。

直訳，「早く起きては」。
直訳，「早く起きては」。


^  （エフェ 5:23） 夫は妻の頭だからです。キリストが会衆という体の頭であるのと同様です。キリストは会衆の救い主でもあります。



^  （使徒 15:1， 2） さて，ある人たちがユダヤから下ってきて，兄弟たちに，「モーセの慣例通り割礼を受けない限り，救われない」と教え始めた。 2 それで，パウロとバルナバと，その人たちとの間で，かなりの対立と議論が生じた。この件で，パウロとバルナバと何人かが，エルサレムにいる使徒や長老たちのもとに上ることになった。



^  （テサ一 5:12） 兄弟たち，次のことをお願いします。皆さんの中で一生懸命に働き，主に仕えつつ皆さんを監督し助言を与えている人たちに，敬意を払ってください。



^  （テト 1:5） 私があなたをクレタに残したのは，私の指示通りに問題*を正し，それぞれの町に長老たちを任命してもらうためです。

または，「不十分な点」。


^ （使徒 15:30， 31） こうして，この人たちは送り出されてアンティオキアに下り，皆を集めて手紙を渡した。 31 人々はそれを読んで，励ましの言葉を喜んだ。



^  （使徒 15:30， 31） こうして，この人たちは送り出されてアンティオキアに下り，皆を集めて手紙を渡した。 31 人々はそれを読んで，励ましの言葉を喜んだ。



^ （ヨハ 3:19） さて，裁きの根拠は次の通りです。光が世に来ているのに，人々は光ではなく闇を愛しました。邪悪なことを行っていたからです。



^ （ペテ二 3:3， 4） まずこのことを心に留めてください。終わりの時代には，あざける人たちがやって来てあざけり，欲望のままに行動し， 4 こう言うでしょう。「約束されていた彼の臨在*はどうなっているのか。私たちの父祖が死の眠りに就いた日から何も変わっていない。全てのものは創造の始めの時と全く同じではないか」。

用語集参照。


^ （ユダ 18） こう言っていました。「終わりの時には，あざける人たちが現れ，神を敬わずに欲望のままに行動します」。



^ （民 16:1-3） レビの子コハトの子であるイツハルの子コラが，エリアブの子であるダタンとアビラム，およびペレトの子オン，すなわちルベンの子孫と共に立ち上がった。 2 その人たちは，イスラエル人男性250人と共にモーセに対して立ち上がった。民の長で，会衆の選ばれた著名な人たちである。 3 モーセとアロンに逆らって集結し，こう言った。「あなたたちにはもううんざりだ。民全体，その全員が聖なる人で，エホバはその中にいるのだ。それなのに，どうしてエホバの会衆の上に立とうとするのか」。



^ （ヨハ 12:37） イエスが人々の前で非常に多くの奇跡を行ってきたのに，人々はイエスに信仰を持たず，



^ （ヨハ 12:43） 神からの称賛*よりも人からの称賛*を愛したのである。

または，「是認」。
または，「是認」。


^ （マタ 16:16， 17） シモン･ペテロが答えた。「キリスト，生きている神の子です」。 17 それでイエスは言った。「ヨナの子シモン，あなたは幸福です。なぜなら，そのことを啓示したのは人間ではなく，天にいる父だからです。



^  （ダニ 4:25， 26） あなたは人々の中から追いやられ，野獣とすみかを共にし，雄牛のように草を食べることになります。天からの露にぬれるままになり，こうして7つの時が過ぎます。そしてあなたは，至高者が人間の王国の統治者であり，ご自分の望む者にそれを与えるということを知るのです。 26 木の切り株と根は残しておくようにとのことでしたから，天が治めているということをあなたが知った後に，王国は再びあなたのものになります。



^  （ルカ 21:10， 11） それからイエスは言った。「国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がります。 11 大きな地震があり，あちらこちらで食糧不足や流行病があります。また，恐ろしい光景や天からの大きなしるしがあります。



^  （啓 17:8） あなたが見た野獣はかつていましたが，今はいません。しかし底知れぬ深みから上ろうとしており，やがて滅びることになります。地上に住む人々，世が始まって以来，命の巻物に名前が書かれていない人々は，野獣がかつてはいたものの今はおらず，後に現れるのを見る時，驚きます。



^ （啓 2:1） エフェソスにある会衆の使者に書き送りなさい。右手に7つの星を持ち，7つの金のランプ台の間を歩く者が，こう言います。



^  （啓 2:1） エフェソスにある会衆の使者に書き送りなさい。右手に7つの星を持ち，7つの金のランプ台の間を歩く者が，こう言います。



^  （民 20:12） その後エホバはモーセとアロンに言った。「あなたたちは，私に信仰を示さず，イスラエルの民の目の前で私を神聖なものとしなかったので，私が与える土地にこの会衆を連れて入ることはない」。



^  （ヨシュ 9:14， 15） 人々は彼らの食料をいくらか手に取って*みたが，エホバに尋ねることはしなかった。 15 ヨシュアは平和を約束し，彼らを生かしておくという契約を結んだ。民の長たちもそのことを彼らに誓った。

または，「調べて」。


^  （ロマ 3:23） 全ての人は罪人になったので，神の栄光に達することができません。



^  （マタ 28:20） 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^  （ヘブ 11:15） もし彼らが，後にした場所をいつも思い出していたのであれば，帰る機会もあったことでしょう。



^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （ロマ 12:11） 怠けたりせず，よく働いてください。聖なる力によって熱意に燃えましょう。エホバに一生懸命仕えてください。



^ （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。


^  （テモ一 6:9， 10） しかし，裕福になろうとする人たちは，誘惑とわなに陥り，多くの無分別で有害な欲望を抱き，破滅と滅びに至ります。 10 お金を愛することは，あらゆる悪い事柄の根なのです。ある人たちはこの愛にとらわれて信仰を失い*，多くの苦痛を身に招き*ました。

または，「クリスチャンの信条から迷い出」。
直訳，「多くの苦痛で自分の全身を刺し」。


^  （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。


^  （詩 45:16） あなたの子たちは父祖たちに取って代わる。 あなたは彼らを全世界で高官に任命する。



^  （イザ 32:1， 2） 1人の王が正義のために統治する。 高官たちが公正のために治める。  2 彼らはおのおの，風から逃れるための場所， 暴風雨から避難するための場所， 水のない土地に流れる水， 乾き切った土地にある大岩の陰のようになる。



^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^ （出 14:19） その時，イスラエル人の前を進んでいた真の神の天使はそこを離れて後ろに行き，前にあった雲の柱が後ろに回って後方に立った。



^ （出 32:34） 行って，私が話した所に民を連れていきなさい。私の天使があなたの前を行く。私は裁く時に，罪を犯した人たちを罰する」。








エホバを待っている間も幸せでいられます





[image: ダビデが宮殿の窓から何かを待っているかのようなまなざしで外を見ている。]




あなたはエホバが悪を終わらせ，全てのものを新しくしてくれる時を楽しみにしていますか。（啓 21:1-5）もちろんそうでしょう。でも大変な経験をしている時は特に，エホバを辛抱強く待つのは簡単なことではありません。期待がなかなか実現しないと落ち込んでしまうこともあります。（格 13:12）



それでも，エホバはご自分が行動する時まで辛抱強く待ってほしいと思っています。どうしてでしょうか。どうすれば待っている間も幸せでいられるでしょうか。

待つことが大切なのはどうしてか

聖書にはこう書かれています。「エホバはあなたたちに情けを掛けようと辛抱強く待っており，憐れみを示そうと立ち上がる。エホバは公正の神だからである。この方を待ち続ける人は皆，幸せだ」。（イザ 30:18）イザヤ 30章は主に，エホバに従おうとしないユダヤ人に向けられたものでした。（イザ 30:1）でもこの言葉は，エホバに仕えるユダヤ人にとって希望を与えるものとなりました。現代の私たちにとっても希望になります。

私たちは，辛抱強く待っているエホバに倣う必要があります。エホバはこの体制を終わらせる時を決めていて，その日と時刻が来るのを待っています。（マタ 24:36）その時が来れば，エホバとエホバに仕える人たちに対するサタンの非難が間違っていることが明らかになります。そして，エホバはサタンとサタンを支持する者全てを滅ぼします。でも，私たちには「憐れみを示」してくださいます。

それまでの間，エホバは私たちの問題を取り除くことはしないかもしれません。でも，私たちが待っている時も幸せでいることができると約束してくれています。イザヤの聖句からも分かる通り，良いことが起きるのを待ち続ける人は幸せでいることができます。（イザ 30:18）* では，この点で助けになる4つの点を考えてみましょう。

どうすれば待っている間も幸せでいられるか

ポジティブな面に目を向ける。ダビデは生涯中，さまざまな悪いことが起きるのを見ました。（詩 37:35）でもこう書いています。「エホバの前で黙っていよ。辛抱して神を待て。自分の策略を遂げる人に腹を立ててはならない」。（詩 37:7）ダビデ自身このアドバイスの通りにし，エホバが救ってくださるという約束に目を向けました。また，エホバが自分のためにどんな良いことをしてくださっているかについても考えました。（詩 40:5）私たちも，自分が抱えている問題ではなく生活の中のポジティブな面に注目するなら，エホバを待ちやすくなります。

エホバを賛美する機会を探す。詩編 71編を書いたと思われるダビデはエホバにこう言いました。「私は待ち続け，あなたをこれまで以上に賛美します」。（詩 71:14）ダビデはエホバをどのように賛美したでしょうか。エホバについてほかの人に語り，エホバを賛美する歌を歌いました。（詩 71:16，23）私たちもダビデと同じようにするなら，エホバを待つ間も喜べます。伝道でエホバについて伝えたり，賛美の歌を歌ったりすることができます。友達や家族とエホバについて語り合うこともできます。次回，賛美の歌を歌う時，歌詞に込められているメッセージについてじっくり考えてみるのはいかがですか。

兄弟姉妹から力をもらう。ダビデは大変な目に遭っていた時，エホバにこう言いました。「あなたに尽くす人たちの前で，あなたの名によって希望を抱く」。（詩 52:9）私たちも，集会や奉仕に参加したり交友を楽しんだりすることによって，仲間から力をもらうことができます。（ロマ 1:11，12）

希望への確信を強める。詩編 62編5節にはこうあります。「私は黙って神を待つ。私の希望は神から来るからだ」。この体制の終わりが来るのが遅いと感じる時は特に，しっかりした希望を持っていることが大切です。どれほど長く待つことになるとしても，エホバの約束は必ず実現します。そのことを心から信じましょう。そのためには聖書を学ぶことが役立ちます。預言が実現してきたことや，聖書が1つのテーマでまとまっていることについて調べたり，エホバがどんな方かについて考えたりすると，希望への確信が強まります。（詩 1:2，3）さらに，「神の聖なる力に導かれつつ祈」るなら，永遠の命に関するエホバの約束が実現するのを待つ間も，エホバとの強い絆を守ることができます。（ユダ 20，21）



[image: 年配の姉妹が聖書を読みながらじっくり考えている。手元には薬が入った容器が幾つか置いてある。1. 姉妹が車椅子で公共エリア伝道に参加し，女性に話し掛けている。2. 姉妹が兄弟姉妹と交友を楽しんでいる。3. 姉妹が祈っている。]



ダビデと同じ確信を持ちましょう。エホバはご自分を待つ人たちに目を向け，揺るぎない愛を示してくださいます。（詩 33:18，22）ポジティブな面に目を向け，エホバを賛美する機会を探し，兄弟姉妹から力をもらい，希望への確信を強めましょう。そうするなら，エホバを待つ間も幸せでいることができます。



^  この聖句で「待ち続ける」と訳されているヘブライ語には，「これから起きることを強く願う」という意味もあります。それで，私たちがエホバに苦しみを完全になくしてもらうことを強く願うのはふさわしいことです。






^ （啓 21:1-5） また私は，新しい天と新しい地を見た。以前の天と以前の地は過ぎ去っており，海はもはやない。 2 さらに見ると，聖なる都市である新しいエルサレムが，花婿のために着飾った花嫁のように，天から，神のもとから下ってきた。 3 その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。 5 そして，王座に座っている方が，「見なさい！ 私は全てのものを新しくしている」と言い，さらにこう言った。「書きなさい。これらの言葉は信頼でき*，真実である」。

または，「確かで」。


^ （格 13:12） 期待がなかなか実現しないと落ち込むが， かなえられた望みは命の木である。



^ （イザ 30:18） それでも，エホバはあなたたちに情けを掛けようと辛抱強く待って*おり， 憐れみを示そうと立ち上がる。 エホバは公正の神だからである。 この方を待ち続ける*人は皆，幸せだ。

または，「と待ち続けて」。
または，「一心に待つ」。


^ （イザ 30:1） エホバはこう宣言する。 「強情な子たちには災いがある。 彼らは，私が立てたのではない計画を実行し， 私の聖なる力に導かれることなく同盟を結び*， 罪を重ねる。

直訳，「献酒を注ぎ」。契約を結ぶことを指していると考えられる。


^ （マタ 24:36） その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。



^ （イザ 30:18） それでも，エホバはあなたたちに情けを掛けようと辛抱強く待って*おり， 憐れみを示そうと立ち上がる。 エホバは公正の神だからである。 この方を待ち続ける*人は皆，幸せだ。

または，「と待ち続けて」。
または，「一心に待つ」。


^ （詩 37:35） 私は，悪を行う残酷な人が， 生い茂る野生の木のようにのさばるのを見た。



^ （詩 37:7） エホバの前で黙っていよ。 辛抱して神を待て。 自分の策略を遂げる人に腹を立ててはならない。



^ （詩 40:5） 私の神エホバ， 何と多いのでしょう，あなたが行ったことは。 素晴らしい偉業と私たちに対する考えは。 あなたのような方はいません。 それらを語ったり話したりしようとしても， あまりに多くて語り尽くせません。



^ （詩 71:1-24） エホバ，私はあなたのもとに避難しました。 私が恥をかかないようにしてください。  2 あなたは正しい方です。私を救い，助け出してください。 私の声に耳を傾け*，救ってください。  3 私のための岩の要塞となってください。 いつでもそこに入れるように。 私を救うよう命令を出してください。 あなたは私の大岩，私のとりで。  4 私の神，助け出してください。悪人の手から， 不当に虐げる人の手から。  5 主権者である主エホバ，あなたは私の希望の源。 私は若い時からあなたを信頼してきました*。  6 生まれた時からあなたに頼ってきました。 あなたは私を母の胎内から取り出しました。 私は絶えずあなたを賛美します。  7 多くの人にとって，私は奇跡のような存在になりました。 しかし実は，私には強固な避難所であるあなたがいます。  8 私の口はあなたへの賛美であふれています。 一日中あなたの輝きについて語ります。  9 老齢の時に私を捨てないでください。 衰えていく時に見捨てないでください。 10 敵は私のことを悪く言います。 私の命を奪おうとする人たちは共謀し， 11 こう言います。「神は彼を見捨てた。 追い掛けて捕まえよう。救う者は誰もいない」。 12 神よ，遠く離れたままでいないでください。 私の神，急いで助けてください。 13 私に敵対している人たちが， 恥をかき，滅びますように。 私を災難に遭わせようとする人たちが， 面目を失い，屈辱を味わいますように。 14 私は待ち続け， あなたをこれまで以上に賛美します。 15 あなたの正しさを詳しく語ります。 一日中あなたによる救いのことを。 知り尽くす*ことができないとはいえ。 16 主権者である主エホバ，私は行って，あなたの力強い行いについて話します。 ただあなたの正しさを語ります。 17 神よ，あなたは私が若い時から教えてくださいました。 私は今までずっとあなたの素晴らしい偉業を知らせてきました。 18 神よ，私が年を取って白髪になっても見捨てないでください。 私に語らせてください。あなたの力について次の世代に， あなたの力強さについて生まれてくる人全てに。 19 神よ，あなたの正しさは際立っています。 あなたは偉大なことを行いました。 神よ，誰があなたのようでしょうか。 20 あなたは私が多くの苦難や災難を経験するままにしました。 私を再び力づけてください。 地下深く*から引き上げてください。 21 私の尊厳を回復してください。 私を囲み，慰めてください。 22 私の神，弦楽器であなたを賛美します。 あなたが信頼できる方だからです。 イスラエルの聖なる方， たて琴であなたを賛美して歌い*ます。 23 私は歓声を上げ，あなたを賛美して歌います。 あなたは私の命を救って*くださいました。 24 一日中，私はあなたの正しさについて語り*ます。 私を破滅させようとする人たちは恥をかいて面目を失います。

または，「をかがみ込んで聞き」。
または，「私が若い時から，あなたは私の確信の源です」。
または，「数え尽くす」。
または，「水の深み」。
または，「のために音楽を奏で」。
直訳，「買い戻して」。
または，「思い巡らし」。


^ （詩 71:14） 私は待ち続け， あなたをこれまで以上に賛美します。



^ （詩 71:16） 主権者である主エホバ，私は行って，あなたの力強い行いについて話します。 ただあなたの正しさを語ります。



^ （詩 71:23） 私は歓声を上げ，あなたを賛美して歌います。 あなたは私の命を救って*くださいました。

直訳，「買い戻して」。


^ （詩 52:9） 私は永遠にあなたを賛美する。 行動してくださったから。 あなたに尽くす*人たちの前で，あなたの名によって希望を抱く。 それは良いこと*だから。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。
または，「あなたの名は良いもの」。


^ （ロマ 1:11， 12） 皆さんに会うことを心から願っています。神からの贈り物を与えて，皆さんを力づけるためです。 12 いえ，むしろ，皆さんの信仰と私の信仰によって励まし合うためです。



^ （詩 62:5） 私は黙って神を待つ。 私の希望は神から来るからだ。



^ （詩 1:2， 3） その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。  3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。


^ （ユダ 20， 21） しかし，愛する皆さんは，極めて聖なる信仰によって自分を力づけ，神の聖なる力*に導かれつつ祈ってください。 21 私たちの主イエス･キリストの憐れみによる永遠の命を待ちながら，神に愛され続けるためです。

用語集参照。


^ （詩 33:18） エホバの目は神を畏れる人に向けられている。 神から揺るぎない愛を示されるのを待つ人に。



^ （詩 33:22） エホバ，あなたの揺るぎない愛が私たちにいつも注がれますように。 私たちはあなたを待ち続けます。








統治体の新しいメンバー





2023年1月18日水曜日，jw.orgで特別なお知らせがありました。ゲージ･フリーグル兄弟とジェフリー･ウィンダー兄弟がエホバの証人の統治体として奉仕するよう任命されたというお知らせです。2人ともエホバに長年忠実に仕えてきました。
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ゲージ･フリーグルと妻のナディア





フリーグル兄弟は，アメリカのペンシルバニア州西部で育ちました。親は2人ともエホバの証人で，兄弟が10代の頃，伝道者がさらに必要な小さな町に家族で引っ越しました。その後間もなく，1988年11月20日に兄弟はバプテスマを受けました。

フリーグル兄弟の両親は，全時間奉仕を目標にすることをいつも兄弟に勧めていました。そして，巡回監督やベテル奉仕者を家によく招いていました。それで，兄弟はそうした兄弟姉妹の幸せそうな様子をじかに見ることができました。1989年9月1日に兄弟は正規開拓奉仕を始めました。そして2年後，ベテルで奉仕するよう招待されました。それは，兄弟が12歳の時からの目標でした。1991年10月にブルックリン･ベテルで奉仕を始めました。

ベテルで，フリーグル兄弟は8年間製本部門で働きました。その後，奉仕部門に割り当てられました。その頃，ロシア語会衆でも数年間奉仕しました。2006年にナディア姉妹と結婚してからは，2人でベテル奉仕をしています。2人はポルトガル語の区域で奉仕し，その後スペイン語の区域で10年以上奉仕しました。フリーグル兄弟は奉仕部門で何年も奉仕した後，教育委員会事務所に割り当てられ，その後，奉仕委員会事務所で働きました。そして2022年3月に，統治体の奉仕委員会の援助者として任命されました。
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ジェフリー･ウィンダーと妻のアンジェラ





ウィンダー兄弟は，アメリカのカリフォルニア州マリエータで育ちました。兄弟の両親もエホバの証人です。兄弟は1986年3月29日にバプテスマを受け，その後すぐ，次の月に補助開拓奉仕をしました。とても楽しかったので，兄弟はその後も数カ月補助開拓奉仕を続け，1986年10月1日に正規開拓奉仕を始めました。

ウィンダー兄弟は10代の頃，ベテル奉仕をしていた2人の兄たちを訪ねたことがありました。その時のことがきっかけで，ベテル奉仕をしたいと願うようになりました。そして1990年5月，兄弟もウォールキルのベテルで奉仕するように招待されました。

ウィンダー兄弟はベテルのいろいろな部門で働いてきました。クリーニング部門，農場部門，ベテル事務所などです。1997年にアンジェラ姉妹と結婚してからは，夫婦でベテル奉仕をしてきました。2014年に2人はウォーウィックに移動し，兄弟はそこで世界本部の建設のサポートをしました。2016年にはパタソンのものみの塔教育センターに移動し，兄弟はオーディオ/ビデオサービスで働きました。4年後に2人はウォーウィックに戻り，兄弟は人事委員会事務所に割り当てられました。そして，2022年3月に統治体の人事委員会の援助者として任命されました。

こうした兄弟たちはエホバからの「贈り物」です。（エフェ 4:8）神の王国のために一生懸命働く兄弟たちをエホバが支え，豊かに報いてくださいますように。







現在，天に行くよう選ばれた9人の兄弟たちが統治体として奉仕している。ケニス･クック･ジュニア，ゲージ･フリーグル，サミュエル･ハード，ジェフリー･ジャクソン，スティーブン･レット，ゲリト･レッシュ，マーク･サンダーソン，デービッド･スプレーン，ジェフリー･ウィンダー。







^ （エフェ 4:8） こう述べられています。「その方は高い所に昇った時，捕虜を連れ去り，人々という贈り物を与えました」。








読者からの質問




将来を予告するエホバの能力について聖書からどんなことが分かりますか。


聖書によると，エホバは将来を予告することができます。（イザ 45:21）でも，エホバがいつどのようにそうするかや，どの程度知ろうとするかについては書かれていません。それで，将来を予告するエホバの能力についてはっきりとしたことは分かりません。でも，幾つかの点を考えることができます。

エホバは無限の能力を持っているものの，それを使わない場合もある。エホバの知恵には限界がないので，どんなことも前もって知ることができます。（ロマ 11:33）でも，自分を完璧にコントロールすることができるので，どんなことが起きるかをあえて知ろうとしないこともあります。（イザヤ 42:14と比較。）

エホバはご自分が望むことを必ず実現させる。このことは，将来を予告するエホバの能力とどんな関係があるでしょうか。イザヤ 46章10節ではこう説明されています。「私は，結末を初めから，まだ行われていないことをずっと前から予告する。『私の決定はその通りになり，私は自分が望むことを全て行う』と言う」。

つまり，エホバが将来を予告できるのは，物事を動かす力を持っているからです。エホバは先のことを予告するために，タイムマシンに乗るかのようにして，将来のことを確認しに行く必要はありません。物事を生じさせる時を定め，その時が来たらそれが起きるようにすることができます。（出 9:5，6。マタ 24:36。使徒 17:31）

それで聖書では，エホバが将来に関して何かを行う時，「用意する」，「形作る」，「決める」といった言葉が使われています。（王二 19:25，脚注。イザ 46:11）こうした言葉は，「陶芸家」を意味するヘブライ語と関係があります。（エレ 18:4）腕の良い陶芸家が粘土から美しい器を作るのと同じように，エホバはご自分の望む通りに物事を動かすことができます。（エフェ 1:11）

エホバは自由意志を尊重する。エホバは一人一人の運命を定めたり，誠実な人が罪を犯すように仕向けたりすることはしません。そうではなく，全ての人が自分の生き方を選べるようにし，どうすれば正しい道を選べるかを教えてくれています。

2つの例を考えてみましょう。1つ目はニネベに住む人たちに関する預言です。エホバは，ニネベの人たちがとても悪いことを行っていたのでその都市を滅ぼすと予告しました。でも，人々が警告を聞いて悪い行いをやめた様子を見て，「彼らにもたらすと言った災いについて考え直し，災いをもたら」しませんでした。（ヨナ 3:1-10）エホバはニネベの人たちの自由意志を尊重し，ご自分が予告したことを行わないことにしました。

2つ目の例は，キュロスという人物に関する預言です。その人は捕囚となっていたユダヤ人を自由にし，エホバの神殿の再建を命じることになっていました。（イザ 44:26–45:4）この預言を実現させたのは，ペルシャの王キュロスでした。（エズ 1:1-4）エホバはご自分を崇拝していなかったキュロスを通して預言を実現させました。でも，誰を崇拝するかに関しては自由意志を尊重し，キュロスが自分で選べるようにしました。（格 21:1）

もちろん，エホバが予知能力をどのように使うかについてはこれが全てではありません。エホバが行うことを完全に理解できる人などいません。（イザ 55:8，9）それでも，エホバが教えてくださっていることについて調べると，信仰が強まります。将来を予告するときを含め，どんなときもエホバは必ず正しいことを行う，と確信できるからです。











^  （イザ 45:21） 言い分を述べ，訴え出よ。 一緒に協議するがよい。 誰が昔にこのことを予告し， 以前から告げていたのか。 それは私エホバではないか。 私のほかに神はいない。 正しい神，救い主は，私以外にいない。



^  （ロマ 11:33） ああ，神の祝福は何と豊かで，神の知恵と知識は何と深いのでしょう。神の裁きを知り抜くことも，神の道を知り尽くすことも決してできません。



^  （イザ 42:14） 「私は長い間，静かにしていた。 沈黙し，自分を制していた。 出産する女性のように， うめき，あえぎ，息を切らす。



^  （イザ 46:10） 私は，結末を初めから， まだ行われていないことをずっと前から予告する。 『私の決定*はその通りになり， 私は自分が望むことを全て行う』と言う。

または，「目的」，「意図」。


^  （出 9:5， 6） さらに，エホバは時を定め，こう言った。「明日，エホバはこの土地でそれを行う」。 6 エホバはまさに翌日，それを行った。エジプトのあらゆる家畜が死に始めたが，イスラエルの家畜は1匹も死ななかった。



^  （マタ 24:36） その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。



^  （使徒 17:31） なぜなら，自分が任命した者によって世界を公正に裁くために日を定めたからです。そして，その者を復活させて全ての人に保証を与えました」。



^  （王二 19:25） あなたは聞かなかったか。遠い昔から，決まっていた。 ずっと前から，私は用意して*いた。 今，それを実現させる。 あなたは防備された町々を廃虚の山にする。

または，「形作って」。


^  （イザ 46:11） 肉食の鳥を日の出の方*から， 私の決定*を実行する者を遠い土地から呼ぶ。 私は語ったことを実現させ， 決めたことを実行する。

または，「東」。
または，「目的」，「意図」。


^  （エレ 18:4） ところが，粘土で作っていたその器は出来が悪かったので，陶芸家はそれを別の器に作り直し，思い通りの形にした。



^  （エフェ 1:11） 神は，ご自分の意志のままに決めたことを全て実現させる方です。その方の目的に沿い，あらかじめ定められていた通り，私たちはキリストと結ばれており，キリストと共に財産を受ける者となりました。



^  （ヨナ 3:1-10） エホバはヨナに再び言った。 2 「大都市ニネベに行き，私があなたに告げる言葉を知らせなさい」。 3 ヨナはエホバから言われたことに従い，ニネベに行った。ニネベはとても大きな都市で，歩くと3日かかる広さだった。 4 ヨナは都市に入って1日歩き，「あと40日でニネベは滅ぼされます」と知らせた。 5 すると，ニネベの人たちは神に信仰を持ち，断食を呼び掛けて粗布をまとった。身分の高い人から低い人までがそうした。 6 ヨナが知らせた言葉がニネベの王に伝わると，王は王座から立ち上がって王の服を脱ぎ，粗布を身に着けて灰の中に座った。 7 そして，ニネベ中に布告を出した。 「王と貴族たちの命令である。人も動物も，牛も羊も，何も食べてはならない。食事をしても水を飲んでもならない。 8 人も動物も粗布を身に着けるように。神に真剣に呼び掛け，悪い行いと暴力行為をやめなさい。 9 真の神が，なさろうとしていた事を考え直し*，燃える怒りを静めてくださり，われわれは滅びないで済むかもしれない」。 10 真の神は，彼らがしたこと，悪い行いをやめた様子を見て，彼らにもたらすと言った災いについて考え直し*，災いをもたらさなかった。

または，「悔やみ」。
または，「悔やみ」。


^  （イザ 44:26-45:4） 自分に仕える者の言葉を実現させ， 使者たちの予告通りになるようにする。 エルサレムについて，『そこに人が住むようになる』と言い， ユダの町々について，『それらは再建され， 私は廃虚を元通りにする』と言う。 27 深い水に，『蒸発せよ。 私はあなたの川を全て干上がらせる』と言う。 28 キュロスについて，『私の牧者， 私が望むことを完全に成し遂げる者』と言う。 エルサレムについて，『建て直される』と言い， 神殿について，『土台が据えられる』と言う」。 
45 私はキュロスの右手を取った。 国々を彼に従わせ， 王たちの武器を取り上げ*， 彼の前で2枚扉を開いて， 門が閉じられないようにする。 エホバは自分が選んだ*者であるキュロスにこう言う。  2 「私はあなたの前を行き， 険しい土地を平らにする。 銅の扉を粉々に砕き， 鉄のかんぬきを切り落とす。  3 暗闇の中にある宝，ひそかな場所に隠された宝をあなたに与える。 あなたは知ることになるだろう。 私がイスラエルの神エホバであり， あなたを名指しで呼ぶ者であることを。  4 私に仕えるヤコブ，私が選んだイスラエルのために， 私はあなたを名指しで呼ぶ。 あなたは私を知らなかったが，私はあなたに名誉ある名を与える。

直訳，「腰の帯を解き」。
直訳，「油を注いだ」。用語集の「油を注ぐ」参照。


^  （エズ 1:1-4） ペルシャのキュロス王の治世の第1年のことである。かつてエレミヤが語ったエホバの言葉が実現するよう，エホバはキュロス王の心を奮い立たせ，王国全域に布告を出させた。王はその布告を文書に記した。 2 「ペルシャのキュロス王の言葉。『天の神エホバは，地上の全ての王国を私に下さった。そして，ユダのエルサレムにご自分の家を建てるよう私にお命じになった。 3 それで，その神の民である人は誰でも，ユダのエルサレムに上っていき，イスラエルの神である真の神エホバの家を建て直すがよい。その家はかつてエルサレムにあった*のである。神がその人と共におられるよう願っている。 4 外国人としてどこに住んでいるとしても，その人は近隣の人から助けを得よ。近隣の人がその人に，銀や金，物品，家畜を与え，エルサレムにあった真の神の家のための自発的な捧げ物を持たせるのである』」。

もしかすると，「その方はエルサレムにいる」。


^  （格 21:1） 王の心はエホバの手にある水の流れのようだ。 神はそれをどこへでも意のままに導く。



^  （イザ 55:8， 9） エホバはこう宣言する。 「私の考えはあなたたちの考えとは違い， あなたたちの行い*は私の行いとは違う。  9 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。

または，「道」。
または，「道」。









[image: エズラが巻物を片手に持ち，民の前でエホバを賛美している。]



ご存じでしたか




聖書の中に同じフレーズが何度も出てくるのはどうしてですか。


聖書の中には，同じフレーズが何度も出てきます。その理由として，以下の3つの点が考えられます。

書かれた当時の時代背景。古代イスラエルでは，自分用に律法の写しを持っている人はほとんどいませんでした。イスラエル国民は幕屋や神殿で集まった時に律法が朗読されるのを聞くことができました。（申 31:10-12）大勢の人の中で数時間立ったまま律法を聞いていたので，気が散ることもあったかもしれません。（ネヘ 8:2，3，7）でも，重要なフレーズを繰り返し聞くことができたので，内容を覚え，自分に当てはめるのに役立ったことでしょう。特に，神の規定と法規の詳細な点を覚える助けになったはずです。（レビ 18:4-22。申 5:1）

文章の形式。聖書の約10％は歌の形になっています。「詩編」や「ソロモンの歌」や「哀歌」などがそうです。歌の中には，テーマを強調するために同じフレーズを繰り返すものもありました。そのおかげで，歌詞を覚えやすくなりました。一例として，詩編 115編9-11節を見てみましょう。「イスラエルよ，エホバに頼れ。神はあなたの盾，あなたを助ける。アロンの子孫よ，エホバに頼れ。神はあなたの盾，あなたを助ける。エホバを畏れる人たち，エホバに頼れ。神はあなたの盾，あなたを助ける」。この歌を歌った人たちは，同じ歌詞を繰り返すことで大切な教えを心に刻むことができたでしょう。

大切な点の強調。聖書には，特に重要な点が繰り返し書かれています。例えば，エホバはイスラエル人に血を食べてはいけないと指示した際，モーセにその理由を何度も説明させました。エホバは，命はその血にある，つまり血が命を表している，ということをしっかり教えたいと思っていました。（レビ 17:11，14）後に，エルサレムにいる使徒や長老たちがエホバに喜んでもらうために避けるべきものを挙げた時にも，やはり血を避けることが強調されました。（使徒 15:20，29）

でもエホバは，私たちが聖書の言葉を儀式のように何度も繰り返すことを願っているわけではありません。イエスも，「祈るとき，……同じことを何度も言ってはなりません」と教えました。（マタ 6:7）そして，エホバの意志に沿ってどんなことを祈れるか，幾つか例を挙げました。（マタ 6:9-13）それで，私たちは同じ言葉を何度も繰り返すような祈りは避けます。でもこれは，同じ内容の祈りを繰り返し捧げてはいけないということではありません。（マタ 7:7-11）

このように，聖書の中に同じフレーズが何度も出てくることには大切な理由があります。偉大な教師であるエホバは，私たちのためになることをこのような方法でも教えてくださっているのです。（イザ 48:17，18）









^ （申 31:10-12） モーセは彼らにこう命じた。「7年目ごとに，その免除の年の決められた時，仮小屋の祭りの間に， 11 神が選んだ場所で，イスラエル全体がエホバ神の前に出る時，イスラエル全体が聞けるようにこの律法を読み上げるべきです。 12 民を，男性も，女性も，子供も，イスラエルの町にいる外国人居住者も集合させなさい。彼らが聞き，皆さんの神エホバについて学び，その方を畏れ，注意してこの律法の全ての言葉を実行するためです。



^ （ネヘ 8:2， 3） それで祭司エズラは，男性や女性，聞いて理解できる年齢の人たちから成る会衆の前に律法を持ってきた。第7の月の1日のことである。 3 エズラは「水の門」の前の広場の前で，夜明けから真昼まで，男性や女性，理解できる年齢の人たちにそれを読み聞かせた。民は律法の書の朗読に注意深く耳を傾けた。



^ （ネヘ 8:7） エシュア，バニ，シェレブヤ，ヤミン，アクブ，シャベタイ，ホディヤ，マアセヤ，ケリタ，アザリヤ，ヨザバド，ハナン，ペラヤというレビ族の人たちが民に律法を説明し，民は立ったままでいた。



^ （レビ 18:4-22） 私の法規を実行し，私の法令を守り，それに従うべきである。私はあなたたちの神エホバである。 5 私の法令と法規を守らなければならない。そうする人は，生きることができる。私はエホバである。 6 あなたたちのうちの誰も，近い親族に近寄って性関係を持って*はならない。私はエホバである。 7 父と性関係を持ってはならず，母と性関係を持ってはならない。彼女はあなたの母なので，性関係を持ってはならない。 8 父の妻と性関係を持ってはならない。父に恥をかかせることになる*。 9 姉妹と性関係を持ってはならない。父の娘であれ母の娘であれ，同じ家で生まれていてもそうでなくてもである。 10 息子の娘や娘の娘と性関係を持ってはならない。あなたの恥となる*からである。 11 父の妻の娘，父に生まれた子と性関係を持ってはならない。あなたの姉妹だからである。 12 父の姉妹と性関係を持ってはならない。彼女はあなたの父の肉親である。 13 母の姉妹と性関係を持ってはならない。彼女はあなたの母の肉親だからである。 14 父の兄弟の妻と性関係を持って，父の兄弟に恥をかかせて*はならない。彼女はあなたのおばである。 15 息子の嫁と性関係を持ってはならない。彼女は息子の妻である。関係を持ってはならない。 16 兄弟の妻と性関係を持ってはならない。兄弟に恥をかかせることになる*からである。 17 ある女性を妻にした場合，その女性の娘と性関係を持ってはならない。女性の息子の娘や娘の娘を妻にして関係を持ってはならない。彼女たちは女性の肉親である。それはみだらな行為*である。 18 妻が生きている間に，妻の姉妹も妻にして性関係を持ってはならない。2人は張り合うことになる。 19 月経で汚れた状態の女性に近づいて性関係を持ってはならない。 20 仲間*の妻と性交をして，汚れた人となってはならない。 21 あなたの子がモレクに捧げられる*ようなことを許してはならない。あなたの神の名をそのようにして汚してはならない。私はエホバである。 22 女性と寝るようにして男性と寝てはならない。それは忌まわしい行為である。

直訳，「裸をあらわにして」。以下同様。
直訳，「それは父の裸である」。
直訳，「それらはあなたの裸である」。
直訳，「父の兄弟の裸をさらして」。
直訳，「それは兄弟の裸である」。
または，「恥ずべき行い」。
または，「隣人」。
または，「犠牲にされる」。


^ （申 5:1） モーセはイスラエル全体を呼んで，こう言った。「イスラエル，私が今日皆さんに知らせる規定と法規を聞きなさい。それを学び，注意深く守らなければなりません。



^ （詩 115:9-11） イスラエルよ，エホバに頼れ。 神はあなたの盾，あなたを助ける。 10 アロンの子孫よ，エホバに頼れ。 神はあなたの盾，あなたを助ける。 11 エホバを畏れる人たち，エホバに頼れ。 神はあなたの盾，あなたを助ける。



^ （レビ 17:11） 生き物の命は血の内にあるからであり，私がそれをあなたたちに与え，自分たちのために祭壇で贖罪を行えるようにした。血が，その内にある命によって贖罪を行うからである。



^ （レビ 17:14） あらゆる生き物の命はその血であり，命が血の内にあるのである。そのため私はイスラエル人にこう言った。「どんな生き物の血も食べてはならない。あらゆる生き物の命はその血だからである。血を食べる人は皆，除かれる」。



^ （使徒 15:20） 偶像によって汚された物と性的不道徳と絞め殺された動物と血を避けるよう書き送ることです。



^ （使徒 15:29） すなわち，偶像に犠牲として捧げられた物，血，絞め殺された動物，性的不道徳を避けていることです。これらのものから注意深く身を守っていれば，皆さんは穏やかに暮らせます。健やかにお過ごしください」。



^ （マタ 6:7） 祈るとき，異国の人々のように同じことを何度も言ってはなりません。その人たちは，多くの言葉を並べれば聞かれると思っています。



^ （マタ 6:9-13） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。 10 あなたの王国が来ますように。あなたの望まれることが，天と同じように地上でも行われますように。 11 今日，この日のためのパンを私たちにお与えください。 12 私たちに罪を犯した人たちを私たちが許しましたように，私たちの罪をお許しください。 13 私たちを誘惑に陥らせないで，邪悪な者*から救い出してください』。

もしかすると，「邪悪なこと」。


^ （マタ 7:7-11） 求め続けなさい。そうすれば与えられます。探し続けなさい。そうすれば見つかります。たたき続けなさい。そうすれば開かれます。 8 誰でも求めている人は受け，探している人は見つけ，たたいている人には開かれます。 9 実際，あなたたちのうち誰が，自分の子からパンを求められて，石を渡すでしょうか。 10 また，魚を求められて，蛇を渡すでしょうか。 11 それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天にいる父は，ご自分に求めている人に良いものを与えてくださるのです。



^ （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。







やってみよう

自分に当てはめられる点を聖書から探しましょう





聖書を読む時には，いろいろと調査しながら学ぶことができます。どうすればもっとためになる学び方ができるでしょうか。

聖書の記述を詳しく調べましょう。誰が，誰に，いつ書いたか，といった点です。当時の状況はどうだったか，その前後にどんなことが起きたかについても調べることができます。

学べる点を考えましょう。登場人物はどんな気持ちでしたか。その人たちのどんなところに注目できますか。その手本に倣うとよいのはどうしてですか。その人と同じ失敗をしないように，気を付けるべきなのはどうしてですか。

学んだことを自分に当てはめましょう。宣教の時や人と接する時にそうできるかもしれません。そのようにするなら，イエスの次の言葉の通りだと感じられるでしょう。「あなたたちはこうしたことを知っていますが，それを実行するとき，幸せです」。（ヨハ 13:17）

	  ヒント: 週日の集会の「神の言葉の宝」の部分には，自問できる点やじっくり考えたい点，写真や挿絵などが載せられています。こうしたものを活用して，自分にどのように当てはめられるかを考えてみましょう。















^ （ヨハ 13:17） あなたたちはこうしたことを知っていますが，それを実行するとき，幸せです。
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^ ***喜歌 27番 神の子たちが明らかにされる***
27番
神の子たちが明らかにされる
（ローマ 8:19）
1. 神に選ばれた聖なる者
統治を始める 王イエスと
（※ 繰り返し）
明らかにされる神の子たち
キリストと共に報い受ける
2. 天からの声が鳴り響いて
残りの者 皆集められる
（※ 繰り返し）
明らかにされる神の子たち
キリストと共に報い受ける
最後の戦い
勝利収め
イエスと結ばれ
とわに生きる
（※ 繰り返し）
明らかにされる神の子たち
キリストと共に報い受ける
（ダニ 2:34，35; コリ一 15:51，52; テサ一 4:15-17も参照。）



^ ***喜歌 8番 エホバは避難所***
8番
エホバは避難所
（詩編 91編）
1. 神は避難所 翼の陰
そこにとどまり 神に頼る
忠実な人はいつも守られる
神は公正 揺るぎないとりで
2. 悪のはびこる暗闇から
神は助ける 正しい人
どんな災難も及ぶことはない
神は保護する その翼広げ
3. 夜の危険も昼間の矢も
神は大盾 全て防ぐ
恐れることなく いつでも歩める
神は避難所 私の隠れが
（詩 97:10; 121:3，5; イザ 52:12も参照。）









^ ***喜歌 10番 私たちの神エホバを賛美しましょう！***
10番
私たちの神エホバを賛美しましょう！
（詩編 145:12）
1. 賛美捧げよう 栄光の神に
告げよう エホバの日 人々助けよう
キリストの王国は喜びの知らせ
心込め告げていく 神の祝福を
（※ 繰り返し）
賛美捧げよう
エホバをたたえよう
2. 賛美捧げよう 喜びを込めて
歌おう 声高く エホバのお名前を
憐れみと親切に満ちあふれる方
感謝して近づこう 偉大なエホバに
（※ 繰り返し）
賛美捧げよう
エホバをたたえよう
（詩 89:27; 105:1; エレ 33:11も参照。）



^ ***喜歌 2番 あなたの名はエホバ***
2番
あなたの名はエホバ
（詩編 83:18）
1. 天地全て 創造された
永遠の神 それはエホバ
あなたの名を誇りに思い
広く告げます 心込めて
（※ 繰り返し）
エホバ エホバ あなただけが
全てを治める至高の神
地上に輝く その栄光
エホバ エホバ あなただけが神
2. 望むものに人をならせる
全能の神 それはエホバ
あなたの名を語る名誉を
今 心から感謝します
（※ 繰り返し）
エホバ エホバ あなただけが
全てを治める至高の神
地上に輝く その栄光
エホバ エホバ あなただけが神
（代二 6:14; 詩 72:19; イザ 42:8も参照。）



^ ***新世ス マルコ 5:19***
19 しかしイエスはそれを許さず，こう言った。「親族のもとに帰り，エホバがしてくださった全てのことと示してくださった憐れみについて知らせなさい」。









^ ***喜歌 51番 私たちは神に献身しました！***
51番
私たちは神に献身しました！
（マタイ 16:24）
1. 愛あるエホバに招かれ
イエスの弟子となる
真理の光 心を照らす
今この命 神に捧げる
（※ 繰り返し）
神への献身誓って
喜び満ちあふれる
2. 心から祈る エホバに
とわに仕えたいと
神の名前と王国知らせ
この喜びを伝えていこう
（※ 繰り返し）
神への献身誓って
喜び満ちあふれる
（詩 43:3; 107:22; ヨハ 6:44も参照。）



^ ***喜歌 124番 揺るぎない愛***
124番
揺るぎない愛
（詩編 18:25）
1. エホバに示そう 揺るぎない愛
愛ある教えに信頼置いて
献身守って 愛 貫いて
エホバの近くで安らぎを得る
2. 仲間に示そう 揺るぎない愛
心のこもった気遣い示し
どんなときにでも一緒にいよう
互いを敬い 絆 強める
3. 牧者に示そう 揺るぎない愛
感謝の気持ちで助け受け止め
愛から生まれる忠実示す
その時 神から祝福受ける
（詩 149:1; テモ一 2:8; ヘブ 13:17も参照。）



^ ***イ経 記事14 生活をシンプルにしました***
生活をシンプルにしました
マディアンとマルセラはコロンビアのメデジンで快適な生活をしていました。マディアンは高収入で，2人はいいマンションに住んでいました。でもあることがきっかけで，生活を見直すことにしました。2人はこう話しています。「2006年に『目を純一に保ちなさい』特別一日大会がありました。大会のプログラムの中で，十分に奉仕するために生活をシンプルにするよう勧められました。自分たちの生活は真逆だと思いました。しょっちゅう衝動買いをして，返済に追われていました」。
2人はこのままではいけないと思い，生活をシンプルにすることにしました。こう言います。「まず出費を減らすことにしました。小さなアパートに引っ越して車を売り，バイクを買いました」。それだけでなく，ショッピングモールに行くのをやめました。ついつい物を買いたくなってしまうからです。伝道にもっと多くの時間を使うことにしました。熱心な特別開拓者の夫婦と仲良くなって，いろんな話も聞けました。
マディアンとマルセラは，伝道者が少ない田舎の小さな会衆に移動することにしました。そのために，マディアンは仕事を辞めることにしました。上司からは「頭がおかしくなったんじゃない？」と言われました。でもマディアンはこう言いました。「1つお聞きしてもいいですか。お給料をたくさんもらっていらっしゃいますが，本当に幸せだと感じておられますか」。上司は，幸せではないと言いました。いろいろな悩みがあったからです。マディアンは言いました。「本当に大切なのはお金じゃありません。私はもっと大切なものを見つけたんです。神様について知らせることにやりがいを感じています。この活動にもっとたくさんの時間を使いたいんです」。
2人は一生懸命に奉仕して爽やかさと充実感を感じています。これまで13年間，コロンビア北西部の伝道者の少ない会衆で奉仕してきました。今は特別開拓者として楽しく奉仕しています。
[脚注]
特別開拓者は特定の場所で全時間伝道する人たちのことです。エホバの証人の支部事務所が任命します。特別開拓者は生活費として少額の給付金を受けます。
​​​​​​​​​









^ ***喜歌 123番 神の秩序にいつでも従う***
123番
神の秩序にいつでも従う
（コリント第一 14:33）
1. エホバ神の証人は
一つになる 秩序よく
世界中で王国と真理の価値告げるため
（※ 繰り返し）
神のため
一致して秩序守る
心から従えば
神の保護見る
2. どんなときも揺るぎなく
エホバの知恵語るなら
神の力与えられ導かれる 神の道
（※ 繰り返し）
神のため
一致して秩序守る
心から従えば
神の保護見る
（ルカ 12:42; ヘブ 13:7，17も参照。）



^ ***新世ス マタイ 6:22***
22 目は体にとって明かりです。もし目の焦点が合っていれば，体全体が明るいでしょう。



^ ***喜歌 48番 毎日エホバと共に歩む***
48番
毎日エホバと共に歩む
（ミカ 6:8）
1. 握り締めた手に父のぬくもり
お父さんエホバ あなたと歩く
この手を離さず いついつまでも
慎み忘れず 光の道を
2. 握り締めた手が勇気与える
恐れの気持ちに負けたりしない
悲しみの谷をあなたと抜けて
喜びの丘をあなたと歩く
3. 握り締めた手は幸せあふれ
心を通わせ毎日歩く
あなたに頼って力を尽くし
この手を離さず 光の道を
（創 5:24; 6:9; 王一 2:3，4も参照。）



^ ***塔研21 2月号 18ページ 会衆で長老に与えられている権限を理解する***
統治体の役割
統治体の成員は，仲間の兄弟姉妹の信仰の主人ではありません。（コリ二 1:24）統治体は，イエス･キリストが会衆の頭であることを認めています。そして，イエスが弟子たちに述べた，「あなたたちは皆，兄弟……です」という言葉に心から同意しています。（マタ 23:8）また，兄弟姉妹を深く愛し，助けになることは何でも行いたいと思っています。統治体は，頭であるキリスト･イエスに従いつつ，指示を与え，世界中のエホバの証人を組織しています。支部委員会の成員や巡回監督を任命します。（エフェ 4:7-13）そして，巡回監督は会衆の長老を任命します。（使徒 14:23。テト 1:5）統治体は，神からの教えや聖書に基づく指示を与える責任をとても真剣に考えています。この責任を果たすために，どのような方法を用いているでしょうか。手紙や出版物やJW Broadcastingがあります。また，いろいろな学校や集会や大会も計画しています。（使徒 15:22-35）自然災害などの大変な事態が生じたなら，統治体は兄弟姉妹への愛の気持ちから，すぐに必要な援助を行います。
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